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3 業界観察

世界知的所有権機関は、2023年のPCT国際出願、マ

ドリッド国際商標出願及びハーグ国際意匠出願データ

を発表

中国国家知識産権局は、2023年の主要知的財産権業

務データを発表

「国家知識産権局行政再議規程（意見募集稿）」を発「国家知識産権局行政再議規程（意見募集稿）」を発

表

中国国家知識産権局よりXMLフォーマット提出の実施

に関するアンケートを公表

サービスソリューション6

最高人民法院知的財産権裁判所の判決要旨（2023）
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典型案例紹介

ギャランツ社が美格社に発明専利権侵害を訴えた

事件から、均等侵害原則の中国での適用を分析

当社ニ ス

国際商標協会（INTA）2024年年次総会がアトランタで

開催
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 実務動向

当社ニュース

一括書誌事項変更手続きの申請方法



業界 観察

世界知的所有権機関は、
2023年のPCT国際出願、マ
ドリッド国際商標出願及び
ハーグ国際意匠出願データ
を発表

2 0 2 4 年 3 月 7 日 、 世 界 知 的 所 有 権 機 関 は

2 0 2 3 年 の P C T 国 際 出 願 、 マ ド リ ー ド 商 標 出

願 及 び ハ ー グ 意 匠 出 願 デ ー タ を 発 表 し た 。

P C T 国 際 専 利 ： 2 0 2 3 年 の P C T 国 際 出 願

の 総 数 は 2 7 . 2 6 万 件 で 、 前 年 比 1 . 8 % 減 少 し

た 。 2 0 2 3 年 も 中 国 は 6 9 6 1 0 件 の 出 願 で 、 前

年 比 0 6 % 微 減 と な り 依 然 と し て P C T 出 願年 比 0 . 6 % 微 減 と な り 、 依 然 と し て P C T 出 願

件 数 が 最 も 多 い 出 所 国 と な る 。 中 国 に お け

る 出 願 件 数 が 前 年 比 で 減 少 す る の は 2 0 0 2

年 以 来 初 め て で あ る 。 米 国 は 5 5 6 7 8 件 の 出

願 件 数 で 2 位 と な り 、 2 0 2 2 年 と 比 べ て 5 . 3 %

減 少 し た 。 そ の 次 に 、 日 本 が 4 8 8 7 9 件 の 出

願 （ - 2 . 9 % ） で あ っ た 。 ト ッ プ 5 に ラ ン ク イ ン し願 （ ） あ 。 ラ

た 残 り の 二 ヶ 国 は 韓 国 と ド イ ツ で 、 そ れ ぞ れ

2 2 2 8 8 件 と 1 6 9 1 6 件 で あ っ た 。 2 0 2 3 年 の 韓

国 の 出 願 件 数 は 1 . 2 % 増 加 し た が 、 ド イ ツ は

3 . 2 % 減 少 し た 。

2 0 2 3 年 に は 、 ト ッ プ 1 5 の 国 の 中 で 、 イ ン ド

（ + 4 4 . 6 % ） と ト ル コ （ + 8 . 5 % ） の P C T 国 際 出

願 件 数 が 最 も 急 速 に 増 加 し た 。 2 0 2 3 年 に イ

ン ド が 提 出 し た P C T 出 願 件 数 は 、 前 年 比

4 4 . 6 % 増 で あ り 、 な お 前 年 の 伸 び 率 は 2 5 . 9 %

で あ っ た 。 他 に 2 0 2 3 年 に 増 加 を 見 せ た 国 は 、

オ ラ ン ダ （ + 5 . 8 % ） 、 フ ラ ン ス （ + 2 % ） 及 び 韓 国

（ + 1 . 2 % ） だ け で あ っ た 。

中 国 の 華 為 技 術 有 限 公 司 は 依 然 と し て

P C T 国 際 出 願 件 数 で 1 位 と な り 、 2 0 2 3 に は

6 4 9 4 件 の P C T 国 際 出 願 を 提 出 し た 。 2 位 は

韓 国 の サ ム ス ン 電 子 （ 3 9 2 4 件 ） 、 次 い で
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米 国 の ク ア ル コ ム （ 3 4 1 0 件 ） 、 日 本 の 三 菱

電 機 （ 2 1 5 2 件 ） 及 び 中 国 の B O E テ ク ノ ロ

ジ ー （ 1 9 8 8 件 ） と な っ た 。 ト ッ プ 1 0 の 出 願 人

の 中 で 、 最 も 増 加 が 著 し い の は 中 国 の 寧 徳

時 代 で 、 2 0 2 3 年 の 出 願 件 数 は 1 5 3 3 件 増 加

し 、 順 位 は 8 4 ラ ン ク も 上 昇 し て 8 位 と な っ た 。し 、 順 位 は 8 4 ラ ン ク も 上 昇 し て 8 位 と な っ た 。

マ ド リ ッ ド 国 際 商 標 出 願 ： 2 0 2 3 年 に 、 マ ド

リ ッ ド 制 度 に 基 づ い て 提 出 さ れ た 国 際 商 標

出 願 の 総 数 は 6 4 2 0 0 件 で 、 前 年 比 7 % 減 少 し

た 。 最 も 多 く の 国 際 商 標 出 願 を 提 出 し た の

は 米 国 （ 1 0 9 8 7 件 ） 、 次 い で ド イ ツ （ 6 6 1 3 件 ） 、

中 国 （ 5 4 7 3 件 ） 、 フ ラ ン ス （ 4 2 6 7 件 ） 及 び 英

国 （ 3 8 1 7 件 ） と な っ た 。

出 願 件 数 ト ッ プ 1 0 の 国 の 中 で 、 2 0 2 2 年 か

ら 2 0 2 3 年 に か け て 増 加 し た の は 、 中 国

（ + 7 . 7 % ） と 韓 国 （ + 2 . 9 % ） の 2 ヶ 国 だ け で あ る 。

対 照 的 に 、 ド イ ツ （ - 1 4 % ） 、 オ ー ス ト ラ リ ア （ -

1 3 . 9 % ） 、 ス イ ス （ - 1 2 . 4 % ） 及 び 米 国 （ -

） は 桁 減 少 が 見 ら れ た1 1 . 8 % ） で は 2 桁 の 減 少 が 見 ら れ た 。

2 0 2 3 年 に は フ ラ ン ス の ロ レ ア ル の マ ド リ ッ

ド 出 願 件 数 は 1 9 9 件 で あ り 、 3 年 連 続 で ト ッ

プ と な っ た 。 ド イ ツ の B M W グ ル ー プ （ 1 2 4 件 ）

の 順 位 が 3 3 位 ラ ン ク 上 昇 し て 2 位 と な り 、 そ

の 次 に ブ ル ガ リ ア の ユ ー ロ ゲ ー ム テ ク ノ ロ

ジ ー ズ （ 1 1 8 件 ） ド イ ツ の ベ ー リ ン ガ ー イ ンジ ズ （ 1 1 8 件 ） 、 ド イ ツ の ベ リ ン ガ イ ン

ゲ ル ハ イ ム （ 1 1 0 件 ） 、 ス イ ス の ノ バ ル テ ィ ス

グ ル ー プ （ 1 1 0 件 ） が 続 い た 。

ハ ー グ 国 際 意 匠 出 願 ： 2 0 2 3 年 に 、 ハ ー グ

協 定 に 基 づ く 国 際 意 匠 出 願 件 数 は 過 去 最 高

を 記 録 し 、 合 計 2 5 3 4 3 件 に 達 し 、 1 % 微 増 と な

り 、 3 年 連 続 の 増 加 と な っ た 。 国 際 意 匠 制 度

の 最 大 の 利 用 者 は 依 然 と し て ド イ ツ で あ り 、

出 願 件 数 は 4 5 1 7 件 あ り 、 次 い で 中 国 （ 3 7 5 8

件 ） 、 米 国 （ 2 6 6 8 件 ） 、 ス イ ス （ 2 1 9 6 件 ） 及 び
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イ タ リ ア （ 1 8 1 7 件 ） と な る 。 ト ッ プ 1 0 の 国 の

中 で 、 中 国 （ + 4 6 . 9 % ） と ト ル コ （ + 4 5 . 7 % ） は

2 0 2 3 年 に 2 桁 の 増 加 を 見 せ た 。 米 国

（ + 9 . 2 % ） 、 日 本 （ + 6 . 9 % ） 及 び フ ラ ン ス

（ + 4 . 7 % ） も 高 い 増 加 ぶ り で あ っ た 。

出 願 人 の 場 合 韓 国 の サ ム ス ン 電 子 は出 願 人 の 場 合 、 韓 国 の サ ム ス ン 電 子 は 、

5 4 4 件 の 意 匠 出 願 公 開 件 数 で ト ッ プ に 躍 り

出 、 前 年 1 位 の 米 国 の プ ロ ク タ ー ・ ア ン ド ・

ギ ャ ン ブ ル （ 5 2 5 件 ） （ 付 録 八 ） を 上 回 っ た 。

韓 国 の L G エ レ ク ト ロ ニ ク ス と ド イ ツ の ポ ル

シ ェ は そ れ ぞ れ 3 5 2 件 で 、 共 同 で 3 位 を 占 め 、

こ れ に 続 い て 中 国 の 小 米 科 技 モ バ イ ル ソ フ

ト ウ ェ ア 有 限 公 司 が 3 1 5 件 で あ っ た 。

情 報 ソ ー ス ： 世 界 知 的 所 有 権 機 関

中国国家知識産権局は、
2023年の主要知的財産権業
務データを発表務デ タを発表

2 0 2 4 年 の 初 め に 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局

局 長 会 議 が 北 京 で 開 催 さ れ た 。 会 議 で 、 中

国 国 家 知 識 産 権 局 の 申 長 雨 局 長 は 、 業 務

報 告 書 の 中 で 2 0 2 3 年 の 知 的 財 産 活 動 の 主

な 進 捗 状 況 を 次 の よ う に 要 約 し た 。

1 . 審 査 能 力 が 強 化 さ れ つ つ あ る 。 2 0 2 3 年 全

年 に は 、 合 計 9 2 . 1 万 件 の 発 明 専 利 、 2 0 9 . 0

万 件 の 実 用 新 案 専 利 、 6 3 . 8 万 件 の 意 匠 専

利 、 4 3 8 . 3 万 件 の 登 録 商 標 が 権 利 付 与 さ れ 、

1 . 1 3 万 件 の 集 積 回 路 レ イ ア ウ ト 設 計 が 登 録

さ れ た 。 1 3 件 の 地 理 的 表 示 製 品 が 認 定 さ れ 、

5 8 4 2 社 の 事 業 体 が 地 理 的 表 示 の た め の 専

用 標 識 を 使 用 す る こ と が 承 認 さ れ 、 2 0 1 件 の

団 体 商 標 と 認 証 商 標 が 地 理 的 表 示 で 登 録 さ

れ る こ と が 承 認 さ れ た 。 P C T 、 ハ ー グ 、 マ ド
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リ ッ ド 制 度 を 通 じ て そ れ ぞ れ 7 3 8 1 2 件 の 専

利 、 1 1 6 6 件 の （ 最 初 の 1 1 ヶ 月 で ） 意 匠 、

6 1 9 6 件 の 商 標 の 国 際 出 願 が 提 出 さ れ 、 着

実 に 世 界 の 最 前 線 で 活 躍 し て い る 。

2 . 審 査 サ イ ク ル が 短 縮 さ れ つ つ あ る 。 発 明

専 利 の 平 均 審 査 サ イ ク ル は 1 6 ヶ 月 に 短 縮 さ専 利 の 平 均 審 査 サ イ ク ル は 1 6 ヶ 月 に 短 縮 さ

れ 、 初 め て 審 査 完 了 件 数 が 新 規 請 求 件 数 を

上 回 っ た 。 商 標 登 録 の 平 均 審 査 サ イ ク ル は

4 ヶ 月 で 安 定 し て お り 、 商 標 登 録 全 般 の サ イ

ク ル は 7 ヶ 月 で 安 定 し て い る 。 専 利 知 能 審 査

と 検 索 シ ス テ ム が オ ン ラ イ ン で 利 用 可 能 と な

り 、 商 標 審 査 管 理 シ ス テ ム が 引 き 続 き 最 適

化 、 ア ッ プ グ レ ー ド さ れ た 。

3 . 行 政 保 護 能 力 が 改 善 さ れ つ つ あ る 。 重 大

な 専 利 権 侵 害 紛 争 行 政 裁 決 事 件 1 0 件 と 、 医

薬 品 専 利 権 侵 害 紛 争 の 早 期 解 決 メ カ ニ ズ ム

事 件 6 5 件 を 結 審 し た 。 行 政 シ ス テ ム 全 全 で

処 理 し た 専 利 紛 争 事 件 は 1 . 4 万 件 で 、 前 年

比 増 加 た比 5 0 . 1 % 増 加 し た 。

4 . 知 的 財 産 金 融 が 着 実 に 発 展 し つ つ あ る 。

全 国 の 専 利 商 標 質 権 融 資 額 が 8 5 3 9 . 9 億 元

に 達 し 、 前 年 比 7 5 . 4 % 増 加 し 、 3 . 7 万 社 が 恩

恵 を 受 け た 。 専 利 公 開 的 許 諾 パ イ ロ ッ ト プ ロ

ジ ェ ク ト で は 、 1 . 7 万 件 の オ ー プ ン ラ イ セ ン ス

を 契 約 し 目 覚 ま し い 成 果 を 上 げ た 2 0 2 2を 契 約 し 、 目 覚 ま し い 成 果 を 上 げ た 。 2 0 2 2

年 に お い て 専 利 集 約 型 産 業 の 価 値 増 加 は

1 5 . 3 兆 元 に 達 し 、 G D P に 占 め る 割 合 は

1 2 . 7 % に 上 昇 し た 。 2 0 2 3 年 の 最 初 の 1 1 ヶ 月

に 、 知 的 財 産 権 使 用 料 の 輸 出 入 総 額 は

3 3 4 5 億 元 に 達 し た 。

5 . 知 的 財 産 公 共 サ ー ビ ス シ ス テ ム が 最 適 化

し つ つ あ る 。 世 界 知 的 所 有 権 機 関 テ ク ノ ロ

ジ ー ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー

（ T I S C ） 、 知 的 財 産 権 情 報 公 共 サ ー ビ ス サ

泛 華 偉 業 知 識 産 権 |  季 刊 情 報 誌
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イ ト 、 地 方 総 合 サ ー ビ ス 機 関 の 数 は 、 そ れ ぞ

れ 1 5 1 社 、 1 9 7 社 、 1 6 2 社 に 増 加 し た 。 中 国

全 国 に は 8 万 社 以 上 の 知 的 財 産 サ ー ビ ス 機

構 が あ り 、 従 業 員 は 1 0 0 万 人 近 く 、 年 間 営 業

利 益 は 2 7 0 0 億 元 を 超 え た 。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局情 報 ソ ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

「 国 家 知 識 産 権 局 行 政 再 議
規程（意見募集稿）」を発表

2 0 2 4 年 1 月 1 日 に 施 行 さ れ る 新 た な 「 行

政 再 議 法 」 に あ わ せ 、 「 国 家 知 識 産 権 局 行

政 再 議 規 程 」 が 適 応 的 に 改 正 さ れ た 。 中 国

国 家 知 識 産 権 局 は 2 0 2 4 年 2 月 7 日 、 「 国 家

知 識 産 権 局 行 政 再 議 規 程 （ 意 見 募 集 稿 ） 」

及 び そ の 改 正 説 明 を 公 表 し 、 公 衆 か ら の 意

見 を 求 め た 。 今 回 の 改 正 の 主 な 内 容 と し て

は 、 再 議 業 務 の 原 則 、 責 任 及 び 保 障 の 明 確

化 行 政 再 議 の 受 理 及 び 審 理 手 続 き の 適 正化 、 行 政 再 議 の 受 理 及 び 審 理 手 続 き の 適 正

化 、 行 政 再 議 の 強 化 、 行 政 紛 争 の 解 決 、 法

律 に 基 づ い た 行 政 を 監 督 し 、 行 政 再 議 の 受

理 種 類 及 び 前 置 範 囲 の 改 善 が 含 ま れ る 。

「 意 見 募 集 稿 」 に は 、 出 願 人 に 明 確 な 指 針 を

示 す よ う に 、 行 政 再 議 の 受 理 範 囲 に 該 当 す

る 行 政 行 為 と 該 当 し な い 行 政 行 為 を 列 挙 し

た 。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 国 家 知 識 産 権 局 よ り
XML フ ォ ー マ ッ ト 提 出 の 実 施
に関するアンケートを公表

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 、 2 0 2 5 年 1 月 1 日

か ら 専 利 出 願 手 続 き に お い て P D F 及 び

W O R D 形 式 の 表 （ 出 願 書 類 及 び 中 間 書 類 を

5
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含 む ） の 受 け 取 り を 停 止 し 、 X M L 形 式 の フ ァ

イ ル の み 受 け 取 る こ と を 検 討 し て い る 。 専 利

代 理 機 構 の X M L 提 出 状 況 と 関 連 訴 求 を 把

握 す る た め う に 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 は ア

ン ケ ー ト を 作 成 し 、 業 界 の 意 見 を 広 く 聞 き 取

る べ く 2 0 2 4 年 2 月 2 7 日 に 中 華 全 国 弁 理 士 協る く 2 0 2 4 年 2 月 2 7 日 に 中 華 全 国 弁 理 士 協

会 を 通 じ て 各 会 員 に 送 付 し た 。

情 報 ソ ー ス ： 中 華 全 国 弁 理 士 協 会

泛 華 偉 業 知 識 産 権 |  季 刊 情 報 誌
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ギャランツ社が美格社に発明
専利権侵害を訴えた事件か
ら、均等侵害原則の中国で
の適用を分析

パ ー ト ナ ー 弁 護 士 ・ 弁 理 士 王 勇

2 0 2 3 年 1 0 月 7 日 、 中 国 最 高 人 民 法 院

（ 以 下 、 最 高 院 と い う ） は 、 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知

民 終 1 5 8 4 号 判 決 を 出 し 、 広 東 ギ ャ ラ ン ツ 電

子 レ ン ジ 電 気 製 造 有 限 公 司 （ 以 下 、 ギ ャ ラ ン

ツ 社 と い う ） と 中 山 市 美 格 電 子 技 術 有 限 公

司 （ 以 下 、 美 格 社 と い う ） の 発 明 専 利 権 侵 害

案 件 に 対 す る 判 決 を 変 更 し 広 州 知 的 財 産案 件 に 対 す る 判 決 を 変 更 し 、 広 州 知 的 財 産

法 院 （ 2 0 2 0 ） 粤 7 3 知 民 初 2 2 3 7 号 民 事 判 決

を 取 り 消 し た 。 美 格 社 に 対 し 、 名 称 が 「 マ グ

ネ ト ロ ン 上 部 カ バ ー を リ ベ ッ ト 留 め す る た め

の リ ベ ッ ト カ バ ー 金 型 」 で あ り 、 専 利 番 号 が

2 0 1 5 1 0 3 7 3 3 4 1 . 8 で あ る ギ ャ ラ ン ツ 社 の 発

明 専 利 を 侵 害 し て い る リ ベ ッ ト カ バ ー 金 型 の明 専 利 を 侵 害 し て る リ ッ ト カ 金 型 の

製 造 、 使 用 を 直 ち に 停 止 し 、 使 用 中 及 び 在

庫 の リ ベ ッ ト カ バ ー 金 型 を 破 壊 し 、 さ ら に

ギ ャ ラ ン ツ 社 に 対 し て 1 0 0 0 万 元 の 経 済 的 損

失 と 2 0 万 元 の 合 理 的 な 権 利 保 護 費 を 補 償

す る よ う 判 決 し た 。

本 件 の 判 決 が 社 会 的 に 広 く 注 目 さ れ 、 話

題 に な っ て い る 原 因 は 、 賠 償 額 が 1 0 0 0 万 元

と 比 較 的 高 額 だ っ た こ と に 加 え 、 本 件 が 今

年 の 4 月 2 6 日 （ 2 0 2 3 年 世 界 知 的 財 産 権

デ ー ） に 、 最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 法 庭 に

よ っ て 公 開 開 廷 し て 審 理 す る 際 、 最 高 人 民

法 院 は 中 国 中 央 ラ ジ オ テ レ ビ 局 の 「 L a w

O n l i n e 」 番 組 C h i n a M e d i a G r o u pO n l i n e 」 番 組 、 C h i n a M e d i a G r o u p

M o b i l e 、 A A u t o Q u i c k e r な ど の メ デ ィ ア プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム と 連 携 し て 全 般 に 亘 り 生 放 送

を 行 い 、 広 範 な 社 会 的 影 響 と 反 応 を 引 き 起
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こ し た こ と に も あ る 。

最 高 院 の 判 決 で は 、 均 等 侵 害 原 則 に 基

づ き 、 本 件 に お い て こ の 原 則 を ど の よ う に 活

用 す る か に つ い て 詳 し く 説 明 さ れ 、 一 審 法 院

の 非 侵 害 判 決 を 覆 し た 。 筆 者 は 、 本 件 が 均

等 侵 害 の 判 断 に 関 す る 最 高 院 の 最 新 の 見等 侵 害 の 判 断 に 関 す る 最 高 院 の 最 新 の 見

解 を あ る 程 度 代 表 し て お り 、 強 力 な 例 示 的

な 効 果 を 発 揮 し て い る と 考 え て い る 。 以 下 、

こ の 判 決 と 合 わ せ な が ら 、 本 件 の 審 理 過 程

を 分 析 し 、 こ の 判 決 に お け る 均 等 原 則 の 適

用 と 制 限 に つ い て 紹 介 す る 。

案 件 の 基 本 的 な 事 実 と 審 理 過 程 に つ い て の

簡 単 な 紹 介

マ グ ネ ト ロ ン 製 品 に お い て 、 マ グ ネ ト ロ ン

上 部 カ バ ー は マ イ ク ロ 波 の 漏 洩 を 防 ぐ 重 要

な 部 品 と し て シ ェ ル と し っ か り と 結 合 し て 密

閉 チ ャ ン バ を 形 成 で き る か ど う か は 、 マ グ ネ

ト ロ ン の 効 率 及 び 安 全 性 に 重 要 な 影 響 を 与

え る 。 ギ ャ ラ ン ツ 社 が 保 有 す る

2 0 1 5 1 0 3 7 3 3 4 1 . 8 号 の 発 明 専 利 （ 以 下 、 関

連 専 利 と い う ） は 、 簡 単 な 構 造 、 良 好 な リ ベ

ッ ト 留 め の 効 果 で 、 マ グ ネ ト ロ ン 上 部 カ バ ー

の リ ベ ッ ト 留 め が 難 し い と い う 問 題 を 解 決 し

た 。

ギ ャ ラ ン ツ 社 は 複 数 の オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピギ ャ ラ ン ツ 社 は 複 数 の オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ

ン グ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で あ る ブ ラ ン ド の 電 子

レ ン ジ を 購 入 し た が 、 そ れ に 使 用 さ れ て い る

マ グ ネ ト ロ ン は す べ て 美 格 社 製 だ っ た 。 ギ ャ

ラ ン ツ 社 は 、 美 格 社 が 許 可 を 得 ず に 関 連 専

利 権 を 侵 害 し て い る リ ベ ッ ト カ バ ー 金 型 を 大

量 に 製 造 、 使 用 し て マ グ ネ ト ロ ン を 製 造 し て

い る と 考 え 、 広 州 知 的 財 産 法 院 に 訴 訟 を 起

こ し 、 美 格 社 に 対 し て 侵 害 を 訴 え ら れ た リ

ベ ッ ト カ バ ー 金 型 の 製 造 、 使 用 を 即 時 に 中
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止 し 、 使 用 中 及 び 在 庫 の 侵 害 製 品 を 破 壊 し 、

侵 害 製 品 を 製 造 す る た め の 専 用 設 備 と 金 型

を 破 壊 し 、 1 0 0 0 万 元 の 経 済 的 損 失 と 2 0 万

元 の 合 理 な 権 利 保 護 費 用 を 補 償 す る と い う

判 決 を 求 め た 。 一 審 法 院 は 審 理 に よ り 、 侵

害 を 訴 え ら れ た 製 品 で 使 用 さ れ た 技 術 案 は 、

関 連 専 利 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ ず 、 美 格 社 が

ギ ャ ラ ン ツ 社 の 関 連 専 利 権 を 侵 害 し て い な

い と 考 え 、 ギ ャ ラ ン ツ 社 の 訴 訟 請 求 を す べ て

棄 却 す る と の 判 決 を 下 し た 。 ギ ャ ラ ン ツ 社 は

一 審 判 決 を 不 服 と し て 最 高 人 民 法 院 に 上 訴

し た 。

本 件 の 審 と 二 審 に お い て 美 格 社 が 製本 件 の 一 審 と 二 審 に お い て 、 美 格 社 が 製

造 、 使 用 す る リ ベ ッ ト カ バ ー 金 型 が 、 関 連 専

利 の 請 求 項 に 記 載 す る 技 術 的 特 徴 と 同 一 又

は 均 等 で あ る か ど う か は 、 本 件 の 争 点 の 鍵

だ っ た 。 こ の 問 題 に つ い て 、 両 方 は 白 熱 し た

議 論 を 交 わ し 、 審 理 過 程 は 紆 余 曲 折 に 満 ち

た も の だ っ た 。 本 件 の 審 理 過 程 で は 、 具 体審 、 具 体

的 な 技 術 的 事 実 の 分 析 と 対 比 が 行 わ れ 、 本

稿 の 焦 点 が 不 必 要 に ぼ や け る こ と を 避 け る

た め に 、 筆 者 は 、 技 術 案 を 含 め 、 一 審 と 二

審 で 両 方 が 確 認 し た 事 実 を 繰 り 返 す こ と は

し な い 。

本 件 に お い て 、 ギ ャ ラ ン ツ 社 は 、 関 連 専

利 の 請 求 項 1 と 2 に 関 わ る 権 利 の 保 護 を 主

張 し 、 争 点 と な っ て い る 技 術 的 特 徴 は 、 関 連

専 利 の 請 求 項 1 に お け る 「 ア ン グ ル ア ー ム

（ 4 ） と サ イ ド ア ー ム （ 5 ） の 頂 部 は そ れ ぞ れ

伝 動 ロ ッ ド （ 3 ） を 介 し て 動 力 工 装 に 連 結 さ れ

て い る 」 と 「 上 部 動 力 工 装 （ 1 ） は 伝 達 ロ ッ ド

（ 3 ） を 介 し て ア ン グ ル ア ー ム （ 4 ） に 伝 動 連（ 3 ） を 介 し て ア ン グ ル ア ー ム （ 4 ） に 伝 動 連

結 さ れ 、 下 部 動 力 工 装 （ 2 ） は 伝 達 ロ ッ ド （ 3 ）

を 介 し て サ イ ド ア ー ム （ 5 ） に 伝 動 連 結 さ れ て

い る 」 （ 以 下 、 「 伝 達 ロ ッ ド に 関 連 す る 特 徴 」
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と い う ） で あ る 。 上 記 争 点 の 技 術 的 特 徴 に つ

い て 、 ギ ャ ラ ン ツ 社 は 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技

術 案 は 、 伝 動 ロ ッ ド に 関 連 す る 技 術 的 特 徴 と

均 等 の 技 術 的 特 徴 を 有 す る た め 、 関 連 専 利

権 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る と 主 張 し た 。 美 格 社

は 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 製 品 に は 伝 動 ロ ッ ド が

な く 、 各 部 品 と 伝 動 ロ ッ ド と の 連 結 関 係 と 位

置 関 係 も 存 在 せ ず 、 両 者 の 態 様 は 異 な り 、 効

果 も 異 な り 、 等 価 な 手 段 の 置 換 で は な い と 主

張 し た 。

以 下 、 本 件 に お け る 専 利 権 侵 害 判 定 に 係

わ る 原 則 と 規 定 、 特 に 均 等 侵 害 に 関 す る 原

則 と 規 定 に つ い て 、 一 審 と 二 審 の 審 理 過 程 と

合 わ せ て 解 説 す る 。

1 . 包 括 的 原 則 と 均 等 原 則

専 利 法 第 5 9 条 第 1 項 に 、 「 発 明 又 は 実 用

新 案 の 専 利 権 の 保 護 範 囲 は 、 請 求 項 の 記 載

に 基 づ く も の と し 、 明 細 書 及 び 図 面 は 、 請 求

項 の 内 容 を 説 明 す る た め に 使 用 す る こ と が で項 の 内 容 を 説 明 す る た め に 使 用 す る こ と が で

き る 」 と 規 定 さ れ て い る （ 本 件 に 適 用 さ れ る

2 0 0 8 年 に 改 正 さ れ た 専 利 法 ） 。 「 専 利 権 侵 害

紛 争 事 件 の 審 理 に お け る 法 律 の 応 用 に 関 す

る い く つ か の 問 題 に 関 す る 最 高 人 民 法 院 の

解 釈 」 の 第 2 条 に は 、 「 人 民 法 院 は 、 請 求 項

の 記 載 に 基 づ き 、 当 業 者 が 明 細 書 及 び 図 面載 、

を 読 ん だ 上 で の 理 解 と 合 わ せ 、 専 利 法 第 5 9

条 第 1 項 に 規 定 さ れ る 請 求 項 の 内 容 を 確 定

す る 」 と 規 定 さ れ て い る 。 第 7 条 に は 、 「 侵 害

を 訴 え ら れ た 技 術 案 が 専 利 権 の 保 護 範 囲 に

含 ま れ る か ど う か を 判 定 す る 場 合 、 人 民 法 院

は 権 利 者 が 主 張 す る 請 求 項 に 記 載 さ れ た す

ば
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べ て の 技 術 的 特 徴 を 審 査 し な け れ ば な ら な

い 。 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 に は 請 求 項 に

記 載 さ れ た す べ て の 技 術 的 特 徴 と 同 一 又 は

均 等 の 技 術 的 特 徴 が 含 ま れ る 場 合 、 人 民 法
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院 は 、 そ れ が 専 利 権 の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ

る と 判 定 し な け れ ば な ら な い 。 侵 害 を 訴 え ら

れ た 技 術 案 の 技 術 的 特 徴 が 、 請 求 項 に 記 載

さ れ た す べ て の 技 術 的 特 徴 に 比 べ 、 請 求 項

に 記 載 さ れ た 1 つ 以 上 の 技 術 的 特 徴 が 欠 落 し

て い る 場 合 、 又 は 1 つ 以 上 の 技 術 的 特 徴 が 同

じ で も な く 均 等 で も な い 場 合 人 民 法 院 は 専じ で も な く 均 等 で も な い 場 合 、 人 民 法 院 は 専

利 権 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ な い と 判 定 し な け

れ ば な ら な い 」 と 規 定 さ れ る 。

上 記 法 条 及 び 司 法 解 釈 は 、 専 利 権 侵 害 を

判 定 す る 際 の 包 括 的 原 則 と 均 等 原 則 の 法 的

根 拠 で あ る 。

包 括 的 原 則 と 均 等 原 則 は 、 専 利 権 侵 害 を 判包 括 的 原 則 と 均 等 原 則 は 、 専 利 権 侵 害 を 判

定 す る 際 の 2 つ の 最 も 重 要 な 原 則 で あ る 。 司

法 実 務 に お い て 、 専 利 権 侵 害 を 判 定 す る 際

に は 、 ま ず 包 括 的 原 則 を 使 用 し 、 関 連 専 利 と

侵 害 を 訴 え ら れ た 製 品 と の 技 術 的 特 徴 を 一

つ 一 つ 比 較 し な け れ ば な ら な い 。 両 者 が 1 対 1

に 対 応 し 、 し か も 対 応 す る 技 術 的 特 徴 が ま っ

た く 同 じ で あ る 場 合 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術

案 が 専 利 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る と 判 断 で き

る 。 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 の あ る 技 術 的 特

徴 が 、 専 利 の 対 応 す る 技 術 的 特 徴 と 異 な る

が 、 基 本 的 に 同 じ 手 段 を 採 用 し 、 基 本 的 に 同

じ 機 能 を 実 現 し 、 基 本 的 に 同 じ 効 果 を 達 成 し 、

し も か 当 業 者 が 創 造 的 作 業 を 行 わ ず に も そし も か 当 業 者 が 創 造 的 作 業 を 行 わ ず に も そ

れ を 思 い つ く こ と が で き る 場 合 、 こ の 技 術 的

特 徴 は 、 専 利 の 対 応 す る 技 術 的 特 徴 と 均 等

で あ る 。 こ れ が 均 等 原 則 で あ る 。

最 高 人 民 法 院 の 解 釈 と 司 法 実 務 の 案 例 に

よ れ ば 、 基 本 的 に 同 じ 手 段 と は 、 侵 害 を 訴 え

ら れ た 行 為 が 発 生 し た 際 に 、 専 利 が 属 す る 技

術 分 野 に お け る 通 常 の 代 替 手 段 又 は 作 動 原

理 が 基 本 的 に 同 じ 手 段 を 指 し 、 基 本 的 に 同 じ

機 能 と は 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 に お け る
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代 替 手 段 の 役 割 が 、 専 利 の 対 応 す る 技 術 的

特 徴 の 役 割 と 基 本 的 に 同 じ で あ る こ と を 指 し 、

基 本 的 に 同 じ 効 果 と は 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技

術 案 に お け る 代 替 手 段 が 達 成 し た 技 術 的 効

果 が 、 請 求 項 の 対 応 す る 技 術 的 特 徴 の 技 術

的 効 果 と 実 質 的 に 異 な ら な い こ と を 指 す 。

均 等 侵 害 原 則 立 法 意 図 は 公 平 性 合 理均 等 侵 害 原 則 の 立 法 意 図 は 、 公 平 性 ・ 合 理

性 原 則 に 基 づ い て 専 利 の 保 護 範 囲 を 確 定 す

る こ と に よ り 、 専 利 の 保 護 範 囲 が 請 求 項 の 文

言 、 内 容 に よ っ て 決 定 さ れ る 範 囲 に 限 定 さ れ

ず 、 請 求 項 に 記 載 す る 技 術 的 特 徴 と 均 等 の

特 徴 に よ っ て 決 定 さ れ る 範 囲 も 含 ま せ る た め

で あ る 。で あ る 。

本 件 に お い て 、 一 審 法 院 は 、 包 括 的 原 則

に 基 づ き 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 製 品 及 び ギ ャ ラ

ン ツ 社 が 主 張 す る 請 求 項 の 特 徴 を 一 つ 一 つ

比 較 し 、 請 求 項 1 に お け る 伝 動 ロ ッ ド は 独 立 し

た 伝 動 構 造 で あ り 、 動 力 工 装 と ア ー ム を 連 結

す る た め の も の で あ る が 、 侵 害 を 訴 え ら れ た

、

技 術 案 は 独 立 し た 伝 達 ロ ッ ド 構 造 を 持 た ず 、

そ の 動 力 工 装 は ア ー ム 上 部 の 内 円 弧 構 造 に

直 接 当 接 し て い る た め 、 請 求 項 １ に お け る 伝

動 ロ ッ ド に 関 連 す る 連 結 関 係 と 位 置 関 係 が な

く 、 同 じ 技 術 的 特 徴 を 有 す る わ け で は な い と

判 断 し た 。 同 時 に 、 一 審 法 院 は 、 こ の 専 利 の

審 理 過 程 と 合 わ せ 伝 動 ロ ッ ド に 関 連 す る 構審 理 過 程 と 合 わ せ 、 伝 動 ロ ッ ド に 関 連 す る 構

造 的 特 徴 が こ の 専 利 の 請 求 項 １ に 対 す る 権

利 付 与 に 必 要 な 技 術 的 特 徴 で あ り 、 発 明 ポ イ

ン ト の 特 徴 で あ る と 考 え た 。 同 報 告 書 は さ ら

に 、 以 下 の よ う に 指 摘 す る 。 専 利 法 は 創 造 的

貢 献 を 保 護 す る も の で あ る た め 、 均 等 侵 害 の

判 断 は 発 明 の 創 造 的 貢 献 の 保 護 を 反 映 し 、
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専 利 権 者 が 得 ら れ た 保 護 が そ の 技 術 的 貢 献

と 一 致 す る こ と を 保 証 す べ き で あ り 、 そ し て 一

般 的 に は 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 が 発 明
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ポ イ ン ト の 特 徴 を 使 用 し て い る 場 合 、 残 り の

非 発 明 ポ イ ン ト の 特 徴 は 均 等 に つ い て 寛 容

に 判 断 さ れ て も よ く 、 関 連 専 利 の 創 造 的 貢 献

の 保 護 が 強 化 さ れ る 。 一 方 、 侵 害 を 訴 え ら れ

た 技 術 案 が 発 明 ポ イ ン ト の 特 徴 と 異 な る 場 合 、

侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 が 関 連 専 利 に 対 し

て 一 定 の 創 造 的 貢 献 を 有 す る こ と を 意 味 して 定 の 創 造 的 貢 献 を 有 す る こ と を 意 味 し 、

こ の 発 明 ポ イ ン ト の 特 徴 が 均 等 で あ る か ど う

か を 厳 密 に 判 断 す べ き で あ る 。 以 上 の 理 由

か ら 、 一 審 法 院 は 、 テ コ の 原 理 を 実 現 す る た

め の 具 体 的 な ト ル ク 変 更 方 案 、 即 ち 伝 達 ロ ッ

ド と そ れ に 関 連 す る 連 結 構 造 が 当 該 専 利 の

請 求 項 １ に 対 す る 権 利 付 与 に と っ て 必 要 な 技

術 的 特 徴 で あ り 、 発 明 ポ イ ン ト の 特 徴 に 属 す

る 一 方 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 で は 、 ア ー

ム 上 部 に 内 円 弧 構 造 が 設 置 さ れ た ト ル ク 変

更 方 案 を 採 用 し て 関 連 専 利 の 発 明 ポ イ ン ト の

特 徴 を 使 用 し て い な い と 考 え た 。 そ の た め 、

一 審 法 院 は 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 が 最

終 的 に 上 部 カ バ を リ ベ ッ ト 留 め す る と い う終 的 に 上 部 カ バ ー を リ ベ ッ ト 留 め す る と い う

結 果 を 達 成 し た こ と に つ い て 均 等 と は 認 定 せ

ず 、 技 術 的 手 段 の 違 い が 技 術 案 に 及 ぼ す 影

響 を 強 調 し て い る 。

発 明 ポ イ ン ト と 均 等 原 則 の 適 用 に 関 す る 一

審 法 院 の 見 解 に 関 し 、 最 高 院 は 二 審 判 決 で

直 ち に 返 答 し 、 関 連 専 利 の 発 明 ポ イ ン ト に 関直 ち に 返 答 し 、 関 連 専 利 の 発 明 ポ イ ン ト に 関

す る 一 審 法 院 の 認 定 を 訂 正 す る と 同 時 に 、 必

要 な 技 術 的 特 徴 と 発 明 ポ イ ン ト と の 関 係 に つ

い て 、 「 必 要 な 技 術 的 特 徴 に は 、 最 も 近 い 従

来 技 術 と 共 通 の 特 徴 も あ れ ば 、 そ れ と は 区 別

さ れ る 技 術 的 特 徴 も 含 ま れ る 。 そ れ ら の 必 要

な 技 術 的 特 徴 の 組 み 合 わ せ が 背 景 技 術 と 区

別 さ れ る た め の 方 案 と な る 。 一 方 、 技 術 的 貢

献 を 反 映 す る 発 明 ポ イ ン ト は 、 通 常 、 発 明 又

は 実 用 新 案 の 技 術 的 課 題 を 解 決 す る １ つ 以

上 の 特 徴 を 指 し 、 必 要 な 技 術 的 特 徴 は 発 明
9
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、

ポ イ ン ト と 一 定 の 関 係 が あ る が 、 こ れ を 発 明

ポ イ ン ト の 特 徴 と 必 ず し も み な す こ と は で き な

い 」 と 述 べ た 。 し か し 、 最 高 院 は 、 本 件 で 発 明

ポ イ ン ト の 決 定 が 均 等 原 則 の 適 用 に ど の よ う

な 影 響 を 与 え る か 、 い わ ゆ る 発 明 ポ イ ン ト の

特 徴 を 区 別 し て 扱 う べ き か ど う か に つ い て は 、

こ れ 以 上 議 論 し な か た 本 件 の 判 決 に お いこ れ 以 上 議 論 し な か っ た 。 本 件 の 判 決 に お い

て 、 最 高 院 は 、 「 カ ム 構 造 と リ ン ク 構 造 は 、 機

械 設 計 の 分 野 に お い て 通 常 の 伝 動 構 造 で あ

り 、 カ ム 構 造 は ハ イ ペ ア 伝 動 構 造 に 属 す る 一

方 、 リ ン ク 構 造 は ロ ー ペ ア 伝 動 構 造 に 属 し 、

ロ ー ペ ア を ハ イ ペ ア に 置 き 換 え る こ と も ハ イ

ペ ア を ロ ー ペ ア に 置 き 換 え る こ と も 機 械 設 計

の 分 野 に お い て 通 常 で 等 価 な 置 き 換 え 方 法

で あ る 」 と 確 認 し た 上 で 、 「 侵 害 を 訴 え ら れ た

製 品 は 関 連 専 利 と 基 本 的 に 同 じ 手 段 に よ っ

て 基 本 的 に 同 じ 機 能 を 実 現 し 、 即 ち 両 方 と も

動 力 工 装 の 動 き に 従 っ て 同 時 に ア ン グ ル

ア ー ム と サ イ ド ア ー ム の 頂 部 を 径 方 向 外 側 に

揺 動 さ る と が き 基 本 的 じ 効 果 を揺 動 さ せ る こ と が で き 、 基 本 的 に 同 じ 効 果 を

達 成 し 、 即 ち 単 純 な 構 造 で マ グ ネ ト ロ ン 上 部

カ バ ー の 四 辺 と 四 隅 を 同 時 に リ ベ ッ ト 留 め す

る 効 果 を 実 現 す る 」 と 確 認 し 、 又 そ れ に よ っ て

「 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 は 訴 争 の 技 術 的

特 徴 と 均 等 の 技 術 的 特 徴 を 有 す る 」 と 確 認 し

た 。た 。

2 . 発 明 ポ イ ン ト と 均 等 原 則

均 等 原 則 を 適 用 し て 侵 害 を 訴 え ら れ た 技

術 案 を 判 断 す る 際 創 造 性 要 素 を 考 慮 す る 傾

向 に つ い て 、 一 審 法 院 の 見 解 に 根 拠 が な い

わ け で は な く 、 司 法 実 務 に お い て こ の よ う な

傾 向 を 示 す 案 件 も あ る 。 例 え ば 、 淄 博 諾 奥 化
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学 工 業 有 限 公 司 と 南 京 栄 欣 化 学 工 業 有 限 公

司 と の 間 の 発 明 専 利 権 侵 害 を め ぐ る 紛 争 事

件 （ 山 東 省 高 等 人 民 法 院 （ 2 0 1 2 ） 魯 民 三 終 字
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第 8 7 号 ） に お い て 、 法 院 は 、 「 専 利 権 侵 害 の

比 較 を 行 う 際 に は 、 専 利 の 創 造 性 を 反 映 し た

技 術 的 特 徴 に つ い て 均 等 の 原 則 を よ り 慎 重

に 適 用 す る 必 要 が あ る 。 専 利 の 創 造 性 が 高

い 技 術 的 特 徴 に 均 等 原 則 を 適 用 す る と 、 専

利 の 保 護 範 囲 が 不 当 に 拡 大 さ れ る こ と に な る

た め で あ る 」 と 指 摘 す る 別 の 例 と し て 杭 州た め で あ る 」 と 指 摘 す る 。 別 の 例 と し て 、 杭 州

永 創 智 能 設 備 株 式 会 社 と 台 州 旭 田 包 装 機 械

有 限 公 司 と の 間 の 実 用 新 案 専 利 権 侵 害 を め

ぐ る 紛 争 事 件 （ 浙 江 省 高 等 人 民 法 院 （ 2 0 1 7 ）

浙 民 終 1 6 0 号 ） に お い て 、 法 院 も 、 「 専 利 権 保

護 の 範 囲 と 強 度 は 、 革 新 性 と 貢 献 の 程 度 に

応 じ て 調 和 さ れ る べ き で あ り 、 技 術 的 特 徴 と

専 利 の 発 明 ポ イ ン ト と の 関 係 も 考 慮 さ れ る べ

き で あ る … 侵 害 を 訴 え ら れ た 製 品 に 、 関 連 専

利 が 主 要 な 技 術 的 欠 陥 を 克 服 す る た め に 採

用 さ れ た 技 術 的 特 徴 を 備 え ら れ て い る よ う な

状 況 で は 、 関 連 専 利 の 真 の 革 新 点 を 保 護 す

る た め に 、 侵 害 を 訴 え ら れ た 製 品 に 明 細 書 に

記 載 さ れ た 他 の 技 術 的 欠 陥 が 存 在 し て も 均記 載 さ れ た 他 の 技 術 的 欠 陥 が 存 在 し て も 、 均

等 原 則 に 基 づ く 確 認 を 妨 げ る こ と は な い 」 と

指 摘 す る 。 別 の 例 と し て 、 メ デ ラ ー （ 広 州 ）

キ ャ ン デ ィ 有 限 公 司 と 深 セ ン 市 エ イ ム ズ キ ャ

ン デ ィ 有 限 公 司 と の 間 の 専 利 権 侵 害 を め ぐ る

紛 争 事 件 （ 広 東 省 高 等 人 民 法 院 （ 2 0 1 7 ） 粤 民

終 2 2 9 4 / 2 2 9 5 / 2 2 9 6 号 ） に お い て 、 法 院 は 、

「 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 と 関 連 専 利 の 請 求

項 の 技 術 的 特 徴 が 同 一 又 は 均 等 で あ る か ど

う か を 判 断 す る に は 、 ま ず 請 求 項 の 技 術 的 特

徴 の 意 味 を 判 断 す る 必 要 が あ る 。 そ の 際 、 関

連 専 利 に よ っ て 実 際 に 解 決 さ れ た 技 術 的 課

題 、 即 ち 発 明 ポ イ ン ト が 考 慮 さ れ る べ き で あ

る 発 明 ポ イ ト に よ 発 明 創 造 は 従 来る … 発 明 ポ イ ン ト に よ っ て 、 発 明 創 造 は 従 来

技 術 と 比 較 し て 新 規 性 と 創 造 性 を 有 し 、 発 明

創 造 が 専 利 権 を 付 与 さ れ 得 る 根 拠 と 根 本 的

な 原 因 と な る た め 、 発 明 ポ イ ン ト の 技 術 的 特
1
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徴 の 意 味 を 確 認 す る 際 に は 、 権 利 者 の 貢 献

を 超 え る 保 護 を 与 え な い よ う に 発 明 ポ イ ン ト

の 精 神 を 逸 脱 し て は な ら な い 。 そ れ に 応 じ て 、

請 求 項 に お け る 「 非 発 明 ポ イ ン ト 」 の 技 術 的

特 徴 に つ い て は 、 そ の 意 味 を 判 断 す る 際 に 比

較 的 緩 や か な 解 釈 方 法 を 採 用 し 、 明 細 書 の

内 容 全 般 を 通 じ て 権 利 者 が 使 用 す る 関 連 表内 容 全 般 を 通 じ て 権 利 者 が 使 用 す る 関 連 表

現 の 真 の 意 図 を 理 解 す べ き で あ る 。 そ の 意

味 が 不 当 に 制 限 さ れ て 発 明 創 造 を 保 護 で き

な く な り 、 実 質 的 な 公 平 性 と 専 利 法 の 立 法 意

図 に 反 し て し ま う こ と を 避 け る べ き で あ る 」 と

指 摘 す る 。

北 京 市 高 等 法 院 が 公 布 し た 「 専 利 権 侵 害 判北 京 市 高 等 法 院 が 公 布 し た 専 利 権 侵 害 判

定 ガ イ ド （ 2 0 1 7 ） 」 の 第 5 5 条 に は 、 「 請 求 項 と

侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 と の 間 に 、 複 数 の 均

等 の 特 徴 が 存 在 し 、 こ れ ら の 複 数 の 均 等 の

特 徴 を 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 、 侵 害 を 訴 え

ら れ た 技 術 案 が 請 求 項 の 技 術 的 構 想 と 異 な

る 技 術 案 を 形 成 し た 場 合 、 又 は 侵 害 を 訴 え ら

れ た 技 術 案 が 予 期 せ ぬ 技 術 的 効 果 を 達 成 し

た る 場 合 、 一 般 的 に 、 そ れ が 均 等 侵 害 を 構 成

す る と 判 断 す る の は 適 切 で は な い 」 と さ れ 、 さ

ら に 第 6 0 条 に は 、 「 発 明 の 請 求 項 に お け る 非

発 明 ポ イ ン ト の 技 術 的 特 徴 、 補 正 に よ っ て 形

成 さ れ た 技 術 的 特 徴 又 は 実 用 新 案 の 請 求 項

に お け る 技 術 的 特 徴 に つ い て 専 利 の 出 願に お け る 技 術 的 特 徴 に つ い て 、 専 利 の 出 願 、

補 正 の 際 に 代 替 的 技 術 的 特 徴 の 存 在 を 専 利

権 者 が 明 確 に 知 っ て い た か 、 又 は 十 分 に 予

見 可 能 で あ っ た の に そ れ を 専 利 の 保 護 範 囲

に 含 め な か っ た 場 合 、 侵 害 の 判 定 に お い て 、

権 利 者 が 均 等 の 特 徴 を 構 成 す る こ と を 理 由

に 、 こ の 代 替 的 技 術 案 を 専 利 権 の 保 護 範 囲
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に 含 め る こ と を 主 張 し て も 、 認 め ら れ な い 」 と

し て い る 。 明 ら か に 、 北 京 市 高 等 法 院 と 一 部

の 地 方 法 院 は 、 本 件 の 一 審 法 院 と 類 似 の 見
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解 を 示 し て い る 。

上 記 実 務 及 び ガ イ ド と は 対 照 的 に 、 発 明 ポ

イ ン ト と 非 発 明 ポ イ ン ト を 区 別 す べ き で は な

い と 強 調 す る 案 件 も あ る 。 例 え ば 、 温 州 銭 峰

科 技 有 限 公 司 と 温 州 寧 泰 機 械 有 限 公 司 と の

間 の 発 明 専 利 権 を め ぐ る 紛 争 事 件 （ （ 2 0 1 7 ）

最 高 法 民 申 2 0 7 3 号 ） に お い て 最 高 院 は最 高 法 民 申 2 0 7 3 号 ） に お い て 、 最 高 院 は 、

「 専 利 権 侵 害 の 対 比 に お い て は 、 発 明 ポ イ ン

ト と 非 発 明 ポ イ ン ト を 区 別 す べ き で は な い 。 そ

の 主 な 理 由 は 次 の と お り で あ る 。 一 方 、 … 発

明 、 実 用 新 案 の 専 利 権 が 侵 害 さ れ て い る か

ど う か を 判 断 す る 際 に は 、 発 明 ポ イ ン ト と 非

発 明 ポ イ ン ト は 区 別 さ れ ず に 包 括 的 原 則 が

適 用 さ れ る 。 他 方 、 発 明 ポ イ ン ト と は 、 一 般 的

に 、 関 連 専 利 の 請 求 項 に 含 ま れ る す べ て の

技 術 的 特 徴 の う ち 、 従 来 技 術 に 対 す る 当 該

発 明 の 貢 献 を 反 映 す る 技 術 的 特 徴 を 指 す 。

い わ ゆ る 発 明 ポ イ ン ト と 非 発 明 ポ イ ン ト は 、

最 も 近 い 従 来 技 術 に つ い て 言 う も の で あ り 、

最 も 近 い 従 来 技 術 の 差 異 に よ 異 な る 発最 も 近 い 従 来 技 術 の 差 異 に よ っ て 異 な る 発

明 ポ イ ン ト を も た ら す 可 能 性 が あ る こ と が 分

か る 。 発 明 ポ イ ン ト の 相 対 性 に よ り 、 専 利 権

侵 害 の 比 較 に お い て 発 明 ポ イ ン ト と 非 発 明 ポ

イ ン ト を 区 別 す る の は 適 切 で は な い 」 と 指 摘

す る 。

し た が っ て 司 法 実 務 に お い て は 対 応 すし た が っ て 、 司 法 実 務 に お い て は 、 対 応 す

る 技 術 的 特 徴 が 発 明 ポ イ ン ト で あ る か ど う か

に よ っ て 技 術 的 特 徴 の 均 等 範 囲 の 寛 大 さ を

考 え る に は 、 大 き な 分 岐 が あ る こ と が 分 か る 。

本 件 に お い て 、 最 高 院 は 一 審 法 院 に よ る 発

明 ポ イ ン ト の 認 定 を 訂 正 し た も の の 、 再 認 定

さ れ た 発 明 ポ イ ン ト に 基 づ い て 技 術 的 特 徴 の

均 等 範 囲 の 寛 大 さ に 対 す る 制 限 、 又 は ど の よ

う に 均 等 原 則 の 適 用 に 影 響 を 与 え る か に つ

い て は 考 慮 し な か っ た 。 し た が っ て 、 最 高 院
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は 、 発 明 ポ イ ン ト の 特 徴 で あ る か ど う か に つ

い て 、 発 明 者 の 創 造 的 な 労 働 の 多 少 を 考 慮

し て よ り 大 き い 又 は よ り 小 さ い 均 等 範 囲 の 保

護 を 課 す べ き で は な い と 考 え て い る よ う で あ

る 。

筆 者 の 考 え は 以 下 の と お り で あ る 。 1 つ 以

上 技 術 的 特 徴 が 発 明 ポ イ ト と な る か ど う上 の 技 術 的 特 徴 が 発 明 ポ イ ン ト と な る か ど う

か は 、 専 利 性 の 評 価 に 関 わ る も の で あ り 、 通

常 、 専 利 出 願 の 審 査 段 階 に お い て 進 歩 性 の

評 価 に 用 い ら れ 、 そ れ 自 体 が 定 論 を 付 け に く

い 問 題 で あ る 。 そ し て 、 請 求 項 に よ っ て 限 定

さ れ る 技 術 案 に つ い て は 、 異 な る 引 用 文 献 に

対 し て 、 発 明 ポ イ ン ト が 異 な る こ と が よ く あ る 。対 し て 、 発 明 ポ イ ン ト が 異 な る こ と が よ く あ る 。

対 応 す る 技 術 的 特 徴 が 発 明 ポ イ ン ト で あ る か

ど う か に 基 づ い て 技 術 的 特 徴 の 均 等 範 囲 の

寛 大 さ を 考 慮 す る に は 、 実 務 上 問 題 が 生 じ る

可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 発 明 ポ イ ン ト の

相 対 性 か ら 、 専 利 権 侵 害 の 対 比 に お い て 発

明 ポ イ ン ト と 非 発 明 ポ イ ン ト を 区 別 す る こ と は

適 切 で な い 考 え る 。

3 . 禁 反 言 原 則 と 均 等 侵 害

専 利 権 侵 害 の 判 定 に お い て は 、 請 求 項 が

専 利 の 保 護 範 囲 の 境 界 を 定 め る も の と 一 般

に 考 え ら れ て お り 、 公 衆 （ 特 に 専 利 権 者 の 競

合 他 社 ） は 、 請 求 項 の 記 載 に 基 づ い て 自 ら の

行 為 が 専 利 権 侵 害 に 該 当 す る か ど う か を 評

。

行 為 が 専 利 権 侵 害 に 該 当 す る か ど う か を 評

価 す る 。 均 等 侵 害 は 、 専 利 権 の 保 護 範 囲 を

請 求 項 の 文 言 の 意 味 を 超 え て 拡 大 す る た め 、

公 衆 が 請 求 項 の 記 載 に 基 づ い て 自 ら の 行 為

が 専 利 権 侵 害 に 該 当 す る か ど う か を 判 断 す

る 確 実 性 が 低 下 し 、 請 求 項 の 公 告 機 能 が 損

な わ れ る こ と に な る た め 、 均 等 原 則 に 一 定 の
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な わ れ る と に な る た め 、 均 等 原 則 に 定 の

制 限 を 課 す 必 要 が あ る 。 禁 反 言 原 則 の 役 割

は 、 請 求 項 の 公 告 機 能 を 確 保 し 、 公 衆 の 利 益

を 害 す る こ と を 回 避 す る よ う に 、 均 等 侵 害 の
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適 用 を 適 切 な 範 囲 に 限 定 す る こ と に あ る 。

「 専 利 権 侵 害 紛 争 事 件 の 審 理 に お け る 法 律

の 応 用 に 関 す る い く つ か の 問 題 に 関 す る 最

高 人 民 法 院 の 解 釈 」 の 第 6 条 に よ れ ば 、 専 利

権 付 与 又 は 無 効 化 手 続 き 中 、 専 利 出 願 人 、

専 利 権 者 は 請 求 項 、 明 細 書 に 対 す る 補 正 又

は 意 見 の 陳 述 に よ っ て 放 棄 さ れ た 技 術 案 には 意 見 の 陳 述 に よ っ て 放 棄 さ れ た 技 術 案 に

つ い て 、 専 利 権 侵 害 の 紛 争 事 件 に お い て 権

利 者 に よ っ て ま た そ れ を 専 利 の 保 護 範 囲 に

含 め る 場 合 、 人 民 法 院 は そ れ を 支 持 し な い 。

こ の 司 法 解 釈 に よ れ ば 、 法 院 は 請 求 項 の 改

正 に よ っ て 放 棄 さ れ た 技 術 案 に つ い て 、 支 持

し な い 。 請 求 項 の 限 定 的 補 正 は 、 元 の 請 求 項し な い 。 請 求 項 の 限 定 的 補 正 は 、 元 の 請 求 項

に 既 存 す る 技 術 的 特 徴 に 対 す る 制 限 的 補 改

正 で あ る 可 能 性 も あ り 、 即 ち 、 元 の 請 求 項 に

既 存 す る 技 術 的 特 徴 の 範 囲 を 狭 め る こ と に

よ っ て 請 求 項 に よ っ て 限 定 さ れ た 技 術 案 の 保

護 範 囲 を 狭 め る こ と に な る 。 請 求 項 の 限 定 的

補 正 は 、 元 の 請 求 項 に 新 し い 技 術 的 特 徴 を

追 加 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 請

求 項 に よ っ て 限 定 さ れ た 技 術 案 の 保 護 範 囲

を 狭 め る 。 こ の 二 種 の 補 正 方 法 に は 禁 反 言

原 則 が 適 用 さ れ る 。 し か し 、 実 際 に は 、 補 正

さ れ た 技 術 的 特 徴 が ど の 程 度 ま で 均 等 侵 害

に 適 用 す る か は 明 ら か で は な い 。

本 件 で は 関 連 専 利 に 関 す る 国 家 知 識 産本 件 で は 、 関 連 専 利 に 関 す る 国 家 知 識 産

権 局 の 最 初 の 審 査 意 見 通 知 書 に お い て 、 審

査 官 は 、 「 出 願 書 類 の 請 求 項 1 に は 技 術 的 課

題 を 解 決 す る た め に 必 要 な 技 術 的 特 徴 が 欠

け て い る 」 と 考 え 、 伝 動 ロ ッ ド に 関 連 す る 構 造

的 特 徴 は 本 発 明 の 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た

め に 必 要 な 技 術 的 特 徴 で あ る と 考 え た 。 専 利

出 願 人 の 意 見 書 に は 、 関 連 専 利 の 出 願 書 類

の 元 の 請 求 項 2 、 3 、 4 及 び 5 を 請 求 項 1 に 組

み 込 み 、 権 利 付 与 さ れ た こ と を 示 し て い る 。
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つ ま り 、 出 願 人 の 最 初 の 書 類 に お い て 、 請 求

項 1 に は 伝 達 ロ ッ ド の 具 体 的 な 構 造 に 関 す る

特 徴 は 含 ま れ て お ら ず 、 テ コ の 原 理 の 特 徴 の

説 明 だ け 記 載 さ れ て お り 、 即 ち 「 テ コ の 原 理

を 利 用 し て 、 各 ア ー ム の 底 部 は 同 時 に 内 側

へ コ ー ナ ー リ ベ ッ ト カ バ ー 金 型 と ア ン グ ル リ

ベ ッ ト カ バ 金 型 に 作 用 し て 上 部 カ バ の スベ ッ ト カ バ ー 金 型 に 作 用 し て 上 部 カ バ ー の ス

カ ー ト を リ ベ ッ ト す る 」 。 審 査 官 が 、 必 要 な 技

術 的 特 徴 が 欠 如 し て い る と 指 摘 し 、 出 願 人 は

そ れ に 応 じ て 、 必 要 な 技 術 的 特 徴 の 欠 如 と い

う 欠 陥 を 克 服 す る よ う に 、 伝 動 ロ ッ ド に 関 連

す る 特 徴 （ 即 ち 、 元 の 請 求 項 2 、 3 、 4 及 び 5 ）

を 元 の 請 求 項 1 に 追 加 し た 。 し か し 、 こ の よ う

な 補 正 は 、 最 初 に 要 約 さ れ た テ コ の 原 理 の 特

徴 を 、 具 体 的 な 伝 達 ロ ッ ド 及 び 関 連 構 造 的 特

徴 に 限 定 す る も の で あ り 、 伝 達 ロ ッ ド に 関 連

す る 特 徴 以 外 の テ コ の 原 理 に 適 合 す る 他 の

解 決 策 を 排 除 し た か ど う か 、 つ ま り 、 侵 害 を

訴 え ら れ た 製 品 に お い て 、 「 カ ム を ア ン グ ル

ム と サ イ ド ム 内 弧 上 上 方ア ー ム と サ イ ド ア ー ム の 内 円 弧 面 上 に 上 方 へ

移 動 さ せ る こ と で 、 ア ン グ ル ア ー ム と サ イ ド

ア ー ム を 同 時 に 径 方 向 外 側 に 揺 動 駆 動 す る 」

こ と は 、 「 専 利 権 付 与 又 は 無 効 化 手 続 き 中 、

請 求 項 、 明 細 書 の 補 正 又 は 意 見 陳 述 に よ っ

て 放 棄 さ れ た に も 関 わ ら ず 、 「 専 利 権 侵 害 紛

争 事 件 に お い て ま た そ れ を 専 利 の 保 護 範 囲争 事 件 に お い て ま た そ れ を 専 利 の 保 護 範 囲

に 含 め た 」 技 術 案 に 属 す る か ど う か は 、 最 高

院 の 判 決 書 に は 述 べ ら れ て い な い 。

2 0 1 6 年 3 月 に 公 布 さ れ た 「 専 権 利 侵 害 紛 争

事 件 の 審 理 に お け る 法 律 の 応 用 に 関 す る い

く つ か の 問 題 に 関 す る 最 高 人 民 法 院 の 解 釈

（ 二 ） 」 の 第 1 3 条 に は 、 禁 反 言 原 則 の 適 用 範
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囲 を 限 定 し 、 禁 反 言 原 則 の 適 用 の 例 外 と し て

「 明 確 な 否 定 」 の 要 素 を 追 加 す る 。 即 ち 、 専

利 権 付 与 ・ 確 認 の 手 続 き 中 に 、 専 利 出 願 人 、
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専 利 権 者 が 請 求 項 、 明 細 書 及 び 図 面 に 対 す

る 限 定 的 な 補 正 又 は 陳 述 が 明 確 に 否 定 さ れ

た と 証 明 で き る 場 合 、 人 民 法 院 は 、 こ の 改 正

又 は 陳 述 が 技 術 案 の 放 棄 に つ な が っ て い な

い と 認 定 す る 必 要 が あ る 。

最 高 院 は 、 （ 2 0 1 7 ） 最 高 法 民 申 1 8 2 6 号 の

案 件 に お い て 司 法 解 釈 （ 二 ） 第 1 3 条 に 規 定案 件 に お い て 、 司 法 解 釈 （ 二 ） 第 1 3 条 に 規 定

さ れ る 「 明 確 な 否 定 」 を 更 に 明 確 に し 、 即 ち 専

利 権 付 与 ・ 確 認 段 階 に お け る 技 術 的 特 徴 の

審 査 を 全 面 的 、 客 観 的 に 判 断 し 、 技 術 案 に つ

い て 権 利 者 が 行 っ た 限 定 的 な 陳 述 が 最 終 的

に 審 判 官 に よ っ て 認 め ら れ た か ど う か 、 そ し

て そ れ が 専 利 出 願 の 権 利 付 与 又 は 専 利 権 の

維 持 に つ な が る か ど う か に 焦 点 を 当 て る べ き

で あ る と し た 。 し か し 、 審 理 過 程 全 体 か ら 、 審

理 過 程 に お け る 関 連 専 利 の 補 正 が 国 家 知 識

産 権 局 に よ っ て 認 め ら れ 、 そ の 結 果 、 関 連 専

利 出 願 は 権 利 付 与 さ れ た 場 合 は 、 上 記 司 法

解 釈 に お け る 「 明 確 な 否 定 」 に 属 し な い 。

4 . 予 見 可 能 性 原 則 と 均 等 侵 害

一 般 的 に 、 専 利 権 侵 害 の 判 定 に お け る 均

等 侵 害 の 適 用 に は 、 寄 付 原 則 と 禁 反 言 原 則

と い う 2 つ の 明 確 な 制 限 が あ る と 考 え ら れ て

い る 。 し か し 、 司 法 実 務 に お い て は 、 均 等 侵

害 の 制 限 に は も う 一 つ の 不 文 律 の 原 則 、 即 ち

予 見 可 能 性 原 則 が 存 在 す る 現 在 専 利 法 と予 見 可 能 性 原 則 が 存 在 す る 。 現 在 、 専 利 法 と

司 法 解 釈 で は 予 見 可 能 性 原 則 の 意 味 が 明 確

に 定 義 さ れ て い な い が 、 司 法 判 断 に は 既 に 反

映 さ れ て い る 。

現 在 、 一 般 的 に 受 け 入 れ ら れ て い る 解 釈 に

よ れ ば 、 均 等 原 則 の 予 見 可 能 性 原 則 と は 、

専 利 権 者 が 専 利 出 願 時 に 予 見 で き て 請 求 項専 利 権 者 専 利 出 願 時 予 見 請 求 項

の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る べ き 技 術 案 は 均 等 原

則 で は カ バ ー で き な い こ と を 意 味 す る 。

中 国 の 専 利 法 と 関 連 司 法 解 釈 に は 、 予 見
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可 能 性 原 則 が 明 確 に 規 定 さ れ て い な い が 、

北 京 市 高 等 人 民 法 院 が 発 行 し た 「 専 利 権 侵

害 判 定 ガ イ ド （ 2 0 1 7 ） 」 で は 予 見 可 能 性 原 則

が 明 確 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の ガ イ ド の 第 6 0

条 で は 、 「 発 明 の 請 求 項 に お け る 非 発 明 ポ イ

ン ト の 技 術 的 特 徴 、 補 正 に よ り 形 成 さ れ た 技

術 的 特 徴 又 は 実 用 新 案 の 請 求 項 に お け る 技術 的 特 徴 又 は 実 用 新 案 の 請 求 項 に お け る 技

術 的 特 徴 に つ い て 、 専 利 権 者 が 、 専 利 の 出

願 、 補 正 の 際 に 代 替 的 技 術 的 特 徴 の 存 在 を

明 確 に 知 っ て い た か 、 又 は 十 分 に 予 見 可 能

で あ っ た の に そ れ を 専 利 の 保 護 範 囲 に 含 め

な か っ た 場 合 、 侵 害 判 定 で は 、 権 利 者 が 均 等

の 特 徴 を 構 成 す る こ と を 理 由 に 、 こ の 代 替 的

技 術 案 を 専 利 権 の 保 護 範 囲 に 含 め る こ と を

主 張 し た 場 合 、 認 め ら れ な い 」 と 規 定 さ れ る 。

同 時 に 、 中 国 の 司 法 実 務 に お い て は 、 具 体

的 な 案 件 、 特 に 最 高 人 民 法 院 の 最 近 の 判 決

に お い て 、 予 見 可 能 性 原 則 が か な り 応 用 さ れ

て い る 。 例 え ば 、 北 京 星 奥 科 技 株 式 会 社 と 太

原 市 采 薇 荘 園 特 色 農 業 開 発 有 限 公 司 と の 間

の 実 用 新 案 権 侵 害 を め ぐ る 紛 争 事 件 （ 最 高

院 （ 2 0 1 9 ） 最 高 法 民 申 3 1 8 8 号 ） に お い て 、 最

高 院 は 、 「 弾 性 支 持 片 の 等 高 配 列 の 技 術 的

特 徴 に 関 し て 、 関 連 専 利 の 出 願 者 は 専 利 出

願 の 際 に こ の 代 替 的 特 徴 の 存 在 を 十 分 に 予

見 可 能 で あ っ た の に 関 連 専 利 の 請 求 項 に見 可 能 で あ っ た の に 、 関 連 専 利 の 請 求 項 に

記 載 し な か っ た た め 、 弾 性 支 持 片 の 等 高 配

列 の 技 術 的 特 徴 は 、 関 連 専 利 の 請 求 項 1 に

記 載 さ れ た 『 弾 性 支 持 片 の 高 低 が 交 互 に 配

列 さ れ る 』 と 均 等 の 技 術 的 特 徴 と は 認 定 さ れ

る べ き で は な い 」 と 指 摘 す る 。 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法

知 民 終 1 9 2 号 の 案 件 に お い て 、 最 高 院 は 以

3 泛 華 偉 業 知 識 産 権 |  季 刊 情 報 誌

下 の よ う に 審 理 し た 。 専 利 権 者 が 専 利 出 願 書

類 を 作 成 す る 際 に 関 連 技 術 案 を 明 確 に 知 っ

て い た が 、 そ れ を 請 求 項 の 保 護 範 囲 に 含 め

な か っ た た め 、 侵 害 訴 訟 に お い て 均 等 理 論
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を 適 用 し て こ の 技 術 案 を 保 護 範 囲 に 含 め る こ

と は で き な く な る 。 専 利 権 者 が 専 利 出 願 の 際

に 特 定 の 技 術 案 を 明 確 に 知 っ て い て 保 護 し て

い た か ど う か を 確 認 す る に は 、 明 細 書 及 び 図

面 の 内 容 に 基 づ い て 認 定 す る こ と が で き 、 な

お 明 細 書 と 図 面 を 全 体 と し て 見 る 必 要 が あ る 。

判 断 の 基 準 は 当 業 者 が 請 求 項 説 明 書 及判 断 の 基 準 は 、 当 業 者 が 請 求 項 、 説 明 書 及

び 図 面 を 読 ん だ 上 で の 理 解 の 程 度 で あ る 。

本 件 の 二 審 期 間 中 、 機 械 設 計 の 分 野 に お

い て 、 カ ム 構 造 と リ ン ク 構 造 が 、 当 該 分 野 に

お け る 通 常 の 伝 動 構 造 で あ る こ と を 更 に 証 明

す る た め に 、 ギ ャ ラ ン ツ 社 は 、 機 械 原 理 に 関

す る 複 数 の 教 科 書 を 含 む 複 数 の 証 拠 を 提 出

し た 。 さ ら に 、 二 審 の 公 判 前 尋 問 で は 、 大 学

教 授 2 名 に 専 門 補 助 者 と し て 参 加 さ せ 、 機 械

分 野 に お け る リ ン ク 構 造 と カ ム 構 造 が 相 互 に

置 き 換 え る こ と が で き る 通 常 の 機 械 設 計 手 法

で あ る か ど う か に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ た 。

二 審 の 判 決 書 に お い て 、 合 議 体 は 、 「 機 械 設

計 の 分 野 に お い カ ム 構 造 と リ ク 構 造 は計 の 分 野 に お い て 、 カ ム 構 造 と リ ン ク 構 造 は

通 常 の 伝 動 構 造 で あ り 、 カ ム 構 造 は ハ イ ペ ア

伝 動 構 造 に 属 し 、 リ ン ク 構 造 は ロ ー ペ ア 伝 動

構 造 に 属 し 、 ロ ー ペ ア を ハ イ ペ ア に 置 き 換 え

る こ と も ハ イ ペ ア を ロ ー ペ ア に 置 き 換 え る こ と

も 機 械 設 計 の 分 野 に お い て 通 常 で 等 価 な 置

き 換 え 方 法 で あ る 」 こ と と 「 当 業 者 に と っ て 、き 換 え 方 法 で あ る 」 こ と と 当 業 者 に と っ て 、

カ ム と 内 円 弧 面 転 が り 接 触 を 備 え た 通 常 の

ハ イ ペ ア 伝 動 構 造 を 、 通 常 の リ ン ク 構 造 の

ロ ー ペ ア 構 造 に 置 き 換 え る の は 容 易 に 考 え ら

れ る 」 こ と か ら 、 「 侵 害 を 訴 え ら れ た 技 術 案 は

係 争 の 技 術 的 特 徴 と 均 等 の 技 術 的 特 徴 を 有

す る 」 と 認 め た 。

上 記 審 理 で 明 ら か に さ れ た 事 実 か ら 、 最 高

院 は 、 出 願 日 前 に 、 カ ム 構 造 と リ ン ク 構 造 が

機 械 設 計 の 分 野 で 通 常 の 伝 動 構 造 で あ り 、

カ ム と 内 円 弧 面 転 が り 接 触 を 備 え た 通 常 の
1
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。

ハ イ ペ ア 伝 動 構 造 を 、 通 常 の リ ン ク 構 造 の

ロ ー ペ ア 構 造 に 置 き 換 え る の は 容 易 に 考 え ら

れ る と 認 め た 。 予 見 可 能 性 原 則 に 従 え ば 、 侵

害 を 訴 え ら れ た 製 品 は 、 ア ー ム 上 部 に 内 円 弧

構 造 が 設 置 さ れ た ト ル ク 変 更 方 案 を 採 用 し 、

即 ち 、 動 力 工 装 を 提 供 し て ア ー ム 上 部 に 上 下

に 往 復 移 動 さ せ 内 円 弧 構 造 に よ て 形 成 さに 往 復 移 動 さ せ 、 内 円 弧 構 造 に よ っ て 形 成 さ

れ た ア ー ム 手 段 と 中 央 部 の 厚 み と の 違 い に

よ る ト ル ク の 違 い を 利 用 し 、 ア ン グ ル ア ー ム と

サ イ ド ア ー ム を 揺 動 さ せ て 上 部 カ バ ー を 締 め

付 け た り 緩 め た り し て お り 、 こ の よ う な 技 術 案

は 、 出 願 書 類 の 作 成 又 は 審 理 過 程 に お い て

予 見 可 能 の 理 由 が あ っ て 請 求 項 に 記 載 す べ

き 内 容 に 属 す 。 し か し 、 ギ ャ ラ ン ツ 社 の 権 利

付 与 さ れ た 請 求 項 に は 、 こ の 関 連 特 徴 が 記

載 さ れ て い な い 。 こ れ に 対 し 、 最 高 院 が 本 件

に お い て 当 該 事 実 と 予 見 可 能 性 原 則 に つ い

て 何 も 述 べ て い な い こ と は 注 目 に 値 す る 。

予 見 可 能 性 原 則 は 、 請 求 項 の 作 成 能 力 に

極 め て 高 い 要 求 を 課 し て い る こ と は 疑 い の 余

地 も な い 。 専 利 権 者 は 予 見 可 能 性 原 則 が 均

等 侵 害 を 主 張 す る 際 の 障 害 と な る こ と を 避 け

た い 場 合 、 請 求 項 を 作 成 す る 際 に 技 術 的 特

徴 を 上 位 に 要 約 し 、 出 願 日 ま で に 知 っ て い た

技 術 的 手 段 を 全 て 技 術 的 特 徴 に ま と め る べ

き で あ る （ 2 0 1 5 ） 民 申 字 第 7 4 0 号 の 案 件 にき で あ る 。 （ 2 0 1 5 ） 民 申 字 第 7 4 0 号 の 案 件 に

お い て 、 最 高 院 は 、 「 専 利 制 度 の さ ら な る 普

及 と 発 展 に 伴 い 、 専 利 権 者 の 専 利 書 類 の 作

成 レ ベ ル は 向 上 し 続 け て お り 、 専 利 行 政 部 門

が 専 利 出 願 書 類 の 作 成 に 対 す る 要 求 も 厳 し く

な り 、 作 成 レ ベ ル が 低 い 専 利 に 対 す る 均 等 原

則 の 保 護 効 果 は 徐 々 に 弱 ま っ て い る 」 と 認 め
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た 。 予 見 可 能 性 原 則 は 、 作 成 レ ベ ル の 向 上 を

促 す 効 果 が あ る こ と が 分 か る 。

し か し 、 一 方 、 専 利 権 者 が 出 願 日 ま で に 知
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っ て お く べ き す べ て の 技 術 的 手 段 を 纏 め る よ

う に 専 利 権 者 に 要 求 す る こ と は 理 想 主 義 す ぎ

る 可 能 性 が あ り 、 作 成 コ ス ト も 大 幅 に 増 加 し 、

不 可 能 な 作 業 に さ え 考 え ら れ る 。 予 見 可 能 性

原 則 が 厳 密 に 制 約 さ れ 、 制 限 さ れ て い な け れ

ば 、 必 然 的 に 均 等 原 則 を 無 効 に す る 傾 向 が

形 成 さ れ る 本 件 で は 予 見 可 能 性 原 則 が 具形 成 さ れ る 。 本 件 で は 予 見 可 能 性 原 則 が 具

体 的 に 反 映 さ れ て い な か っ た が 、 近 年 の 一 連

の 最 高 院 の 判 決 で は 、 そ れ が 大 き な 威 力 を

有 す る こ と は 明 ら か で あ る た め 、 専 利 権 者 、

弁 理 士 及 び 弁 護 士 は 、 最 高 院 が 低 レ ベ ル 専

利 に 対 す る 均 等 原 則 の 保 護 作 用 を 下 げ る 希

求 を 実 行 す る よ う に 、 こ の 原 則 を よ り 重 視 し 、

出 願 書 類 の 作 成 レ ベ ル を 向 上 さ せ て 請 求 項

の 補 正 時 に は よ り 慎 重 な 態 度 を と ら な け れ ば

な ら な い 。

ま と め

2 0 0 1 年 に 中 国 で 均 等 原 則 が 初 め て 制 定 さ

れ て 以 来 、 2 0 年 あ ま り の 司 法 実 務 を 経 て 、 最

高 人 民 法 院 は 司 法 解 釈 と 豊 富 な 司 法 判 例 を

通 じ て 「 3 つ の 基 本 的 同 じ + 自 明 性 」 と い う 均

等 原 則 の 適 用 条 件 、 適 用 範 囲 及 び 適 用 方 法

を 徐 々 に 細 分 化 し 、 同 時 に 、 重 複 指 定 排 除 原

則 、 修 正 侵 害 原 則 、 包 括 的 原 則 、 寄 付 原 則 、

禁 反 言 原 則 、 意 図 的 排 除 原 則 、 予 見 可 能 性

原 則 な ど の 明 示 的 ・ 非 明 示 的 原 則 に よ り 均原 則 な ど の 明 示 的 非 明 示 的 原 則 に よ り 、 均

等 原 則 の 適 用 に 必 要 な 制 限 を 課 し て い る 。 専

利 権 者 に 有 効 な 法 的 保 護 を 提 供 し 技 術 革 新

を 奨 励 す る と と も に 、 専 利 権 の 保 護 範 囲 が 十

分 な 法 的 確 定 性 と 予 見 可 能 性 を 備 え て い る こ

と を 保 証 し 、 公 衆 の 合 法 的 権 益 を 保 障 す る こ

と が 目 的 で あ る 。 し た が っ て 、 均 等 侵 害 の 過

度 の 適 用 を 防 止 す る よ う に 均 等 原 則 に 必 要

な 制 限 を 課 す こ と は 、 中 国 の 司 法 実 務 に お い

て 重 視 さ れ 、 検 討 さ れ て き た 方 向 で も あ る 。
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一 審 判 決 の 判 決 書 に は 、 「 均 等 侵 害 の 判 断

は 、 単 に 技 術 的 特 徴 の 手 段 、 機 能 、 効 果 を 比

較 す べ き で は な く 、 即 ち 簡 単 に 技 術 的 手 段 が

「 異 な る 」 と い う だ け で 均 等 と は 認 め な い こ と

は で き な い 。 「 基 本 的 に 同 じ 手 段 」 と 本 技 術 分

野 に お い て 「 創 造 的 な 労 働 を 要 せ ず に 容 易 に

思 い つ く こ と が で き る 特 徴 」 に 属 す る か ど う か思 い つ く こ と が で き る 特 徴 」 に 属 す る か ど う か

は 、 や や 主 観 的 な 場 合 が 多 い 」 と 述 べ ら れ る 。

し か し 、 著 者 は 、 継 続 的 な 司 法 実 務 、 経 験 の

積 み 重 ね と 理 論 的 議 論 を 通 じ て 、 い く つ か の

効 果 的 な 原 則 と 規 則 を 徐 々 に 探 求 し て 一 般

化 し 、 司 法 基 準 を 向 上 さ せ 、 判 決 の 主 観 性 を

最 小 限 に 抑 え 、 客 観 性 と 予 測 可 能 性 を 高 め

る こ と に よ り 、 専 利 権 者 を 十 分 で 適 切 に 保 護

し 、 科 学 技 術 の 進 歩 と 社 会 的 公 平 性 を 実 現

す る と い う 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る と 信 じ

て い る 。

著 者 プ ロ フ ィ ー ル ：

王 勇 先 生 は 、 1 9 9 1 年 に 上 海 華 東 師 範 大 学 コ ン

ピ ュ ー タ 科 学 専 攻 を 卒 業 し た 。 1 9 9 4 年 に 中 国 科 学 院

計 算 技 術 研 究 所 で 、 修 士 号 を 、 2 0 0 5 年 に 中 国 人 民 大

学 で 法 学 修 士 号 を 取 得 し た 。

1 9 9 1 年 か ら 2 0 0 6 年 1 2 月 ま で 、 中 国 特 許 代 理 ( 香

港 ) 有 限 会 社 で 電 気 部 の 経 理 を 担 当 し て い た 。 2 0 0 7

年 1 月 か ら 弊 所 に パ ー ト ナ ー と し て 加 入 し た 。

王 勇 先 生 の 業 務 範 囲 は 、 主 に コ ン ピ ュ ー タ ー 、 通 信

技 術 、 半 導 体 装 置 、 自 動 制 御 、 家 用 電 気 な の 分 野 に

に 及 ん で お る 。 特 許 出 願 書 類 の 作 成 、 審 査 指 令 の 応

答 、 再 審 請 求 、 無 効 審 判 、 特 許 行 政 訴 訟 、 権 利 侵 害

訴 訟 、 集 積 回 路 の レ イ ア ウ ト 保 護 、 コ ン ピ ュ ー タ ー ウ ェ

ア ー 保 護 な ど の 方 面 に 豊 富 な 経 験 が あ る
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ア 保 護 な ど の 方 面 に 豊 富 な 経 験 が あ る 。
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最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権 裁
判所の判決要旨（2023）

技 術 類 知 的 財 産 権 事 件 と 独 占 事 件 に お け

る 最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権 裁 判 所 の 司 法 理

念 、 審 理 時 の 考 え 方 、 判 決 方 法 を 具 体 的 に

説 明 す る た め に 裁 判 所 は 『 最 高 人 民 法 院 知説 明 す る た め に 、 裁 判 所 は 『 最 高 人 民 法 院 知

的 財 産 権 裁 判 所 の 判 決 要 旨 （ 2 0 2 3 ） 』 を 作 成

し 、 2 0 2 4 年 2 月 2 3 日 に 公 表 し た 。 こ の 判 決 要

旨 に は 、 2 0 2 3 年 に 結 審 し た 4 5 6 2 件 の 事 件 の

中 か ら 選 出 し た 9 6 件 の 典 型 的 な 判 例 及 び

1 0 4 条 の 裁 判 規 則 を 収 録 し 、 業 界 全 体 に と っ

て の 研 究 ・ 参 考 用 資 料 と な る 。て の 研 究 参 考 用 資 料 と な る 。

一 . 専 利 の 専 利 権 付 与 ・ 有 効 性 確 認 事 件

1 . 専 利 保 護 客 体 の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 3 7 5 号

【 判 決 要 旨 】 請 求 項 に よ っ て 限 定 さ れ た 技 術

案 が 専 利 法 の 保 護 客 体 と な る か ど う か を 判

断 す る 場 合 、 一 般 的 に は 権 利 要 求 書 と 明 細断 す る 場 合 、 般 的 に は 権 利 要 求 書 と 明 細

書 を 読 ん だ 後 の 当 業 者 の 理 解 に 基 づ い て 、

当 該 技 術 案 が 特 定 の 技 術 手 段 を 使 用 し 、 特

定 の 技 術 問 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し 、 対

応 す る 技 術 効 果 を 得 た か ど う か に つ い て 審 査

す る べ き で あ る 。 た だ し 、 当 該 技 術 案 が 明 細

書 に 記 載 さ れ た 技 術 問 題 を 実 際 に 解 決 し 、 対

応 す る 技 術 効 果 を 達 成 で き る か ど う か と な る

と 、 保 護 客 体 に 対 す る 審 査 で は な く 、 明 細 書

の 開 示 十 分 性 に 対 す る 審 査 で あ る 。

2 . 専 利 権 有 効 性 確 認 手 続 き に お け る 「 更 な

る 限 定 」 式 の 修 正 に 対 す る 審 査

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 5 5 6 、 5 8 1 、

号7 3 8 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 権 有 効 性 確 認 手 続 き に お い

て 、 あ る 請 求 項 の 修 正 方 法 が 「 更 な る 限 定 」

に 該 当 す る か ど う か に つ い て の 審 査 は 、 修 正
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後 の 請 求 項 に 修 正 前 の 請 求 項 の す べ て の 技

術 的 特 徴 が 完 全 に 含 ま れ る か ど う か 、 お よ び

修 正 後 の 請 求 項 が 修 正 前 の 請 求 項 と 比 較 し

て 技 術 的 特 徴 が 追 加 さ れ た か ど う か 、 且 つ 追

加 さ れ た 技 術 的 特 徴 が す べ て 元 の 権 利 要 求

書 の 他 の 請 求 項 に 記 述 さ れ て い る か ど う か を

基 準 と す る基 準 と す る 。

3 . 専 利 権 有 効 性 確 認 手 続 き に お け る 請 求 項

修 正 の 対 応 要 件

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 5 5 6 、 5 8 1 、

7 3 8 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 権 有 効 性 確 認 手 続 き に お い

て 請 求 項 の 「 更 な る 限 定 」 に よ る 修 正 は 一て 、 請 求 項 の 「 更 な る 限 定 」 に よ る 修 正 は 、

般 的 に は 無 効 宣 告 理 由 へ の 回 答 に 限 定 さ れ

る べ き で あ る 。 無 効 宣 告 理 由 で 指 摘 さ れ た 欠

陥 を 克 服 す る 建 前 で 請 求 項 を 再 構 築 し た 場

合 、 そ の 修 正 は 受 け 入 れ ら れ な い 可 能 性 が

あ る 。

4 . 専 利 権 有 効 性 確 認 手 続 き に お け る 従 属 請

求 項 の み の 修 正 の 許 容 可 否

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 5 4 8 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 権 有 効 性 確 認 手 続 き に お い

て 、 当 事 者 は 、 専 利 権 者 が 独 立 請 求 項 を 修

正 す る こ と な く 、 従 属 請 求 項 の み を 修 正 す る

た め 受 け 入 れ な い べ き だ と 主 張 し た 場 合 、 人

民 法 院 は こ の 主 張 を 支 持 し な い 。

5 . 請 求 項 の 「 否 定 」 に よ る 放 棄 の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 4 4 号

【 判 決 要 旨 】 「 否 定 」 に よ る 放 棄 と は 、 一 般 的

に 、 請 求 項 を 修 正 す る 際 に 、 否 定 的 な 技 術 的

特 徴 を 導 入 し 、 特 定 の 保 護 対 象 を 元 の 請 求
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項 の 請 求 範 囲 か ら 除 外 し 、 そ れ に よ り 元 の 請

求 項 の 請 求 範 囲 を 狭 め よ う と す る こ と を 意 味

す る 。 通 常 、 こ の よ う な 修 正 は 、 専 利 出 願 が

一 部 内 容 の 重 複 し た 抵 触 出 願 に よ り 新 規 性
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を 失 う か 、 ま た は 従 来 技 術 の 偶 発 的 な 先 取 り

に よ り 新 規 性 を 失 う か 、 ま た は 非 技 術 的 な 理

由 で 専 利 法 に よ っ て 保 護 さ れ て い な い 主 題 を

含 ん で あ る な ど の 限 ら れ た 状 況 に の み 適 し て

い る 。

「 否 定 」 に よ る 放 棄 は 、 同 様 に 専 利 法 第 3 3

条 の 規 定 を 満 た す 必 要 が あ る 具 体 的 に 判条 の 規 定 を 満 た す 必 要 が あ る 。 具 体 的 に 判

断 す る 際 に 、 元 の 権 利 要 求 書 と 明 細 書 に 開

示 さ れ る 内 容 、 保 護 範 囲 か ら 除 外 さ れ た 内 容 、

「 否 否 」 に よ る 放 棄 後 に 保 留 さ れ る 内 容 お よ

び 上 記 三 者 間 の 関 係 を 統 合 的 に 考 慮 す る 必

要 が あ る 。 修 正 後 に 保 留 さ れ る 内 容 が 元 の

権 利 要 求 書 ま た は 明 細 書 に す で に 直 接 的 ま

た は 黙 示 的 に 開 示 さ れ て い る と 当 業 者 が 判

断 で き る 場 合 、 当 該 修 正 は 専 利 法 第 3 3 条 の

規 定 に 適 合 す る 。

6 . 優 先 権 審 査 に お け る 同 一 主 題 の 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 3 4 4 、 3 7 1

号

【 判 決 要 旨 】 優 先 権 が 成 立 し た か ど う か を 判

断 す る に は 、 後 願 の 請 求 項 に 限 定 さ れ る 内

容 が 先 願 の 専 利 書 類 か ら 直 接 、 疑 い な く 得 ら

れ る か ど う か を 審 査 す る 必 要 が あ る 。 薬 品 の

投 与 特 性 な ど 、 請 求 項 に 限 定 さ れ る 一 部 の

内 容 は 、 新 規 性 、 進 歩 性 の 判 断 で は 実 質 的

な 限 定 効 果 が な い た め 考 慮 さ れ な い 可 能 性な 限 定 効 果 が な い た め 、 考 慮 さ れ な い 可 能 性

が あ る が 、 優 先 権 審 査 で は 考 慮 さ れ る べ き で

あ る 。

7 . 補 足 実 験 デ ー タ の 受 け 入 れ

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 1 9 ） 最 高 法 知 行 終 3 3 号

【 判 決 要 旨 】 医 薬 品 専 利 出 願 人 ま た は 専 利 権

者 が 出 願 日 後 に 補 足 実 験 デ タ を 提 出 し 当者 が 出 願 日 後 に 補 足 実 験 デ ー タ を 提 出 し 、 当

該 デ ー タ よ り 専 利 出 願 ま た は 専 利 が 進 歩 性

を 有 し 、 請 求 項 が 明 細 書 に よ っ て 支 持 さ れ る

こ と を 証 明 で き る と 主 張 し た 場 合 、 人 民 法 院
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は 関 連 デ ー タ を 審 査 す べ き で あ る 。 元 の 専 利

出 願 書 類 が 補 足 実 験 デ ー タ に よ っ て 直 接 証

明 さ れ る 証 明 す べ き 事 実 を 明 示 的 ま た は 暗

黙 的 に 開 示 し て お り 、 出 願 人 が 補 足 実 験 デ ー

タ に よ っ て 元 の 専 利 出 願 書 類 の 固 有 の 内 在

欠 陥 を 克 服 し て い な い 場 合 、 補 足 的 な 実 験

デ ー タ は 受 け 入 れ ら れ 証 明 す べ き 事 実 を 証デ タ は 受 け 入 れ ら れ 、 証 明 す べ き 事 実 を 証

明 で き る か ど う か を さ ら に 審 査 す る こ と が で き

る 。

8 . 補 足 実 験 デ ー タ が 受 け 入 れ ら れ る か ど う

か を 判 断 す る 際 の 「 証 明 す べ き 事 実 」 の 審 査

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 1 5 号

【 判 決 要 旨 】 補 足 実 験 デ ー タ に よ っ て 直 接 証【 判 決 要 旨 】 補 足 実 験 デ タ に よ っ て 直 接 証

明 さ れ る 証 明 す べ き 事 実 は 、 元 の 専 利 出 願

書 類 に 明 確 的 に 記 載 さ れ る か ま た は 暗 黙 的

に 開 示 さ れ る べ き で あ り 、 即 ち 、 証 明 す べ き

事 実 は 元 の 出 願 書 類 に お い て 明 確 で あ る か

ま た は 当 業 者 が 直 接 的 、 疑 い な く 確 認 で き る

必 要 が あ る 。 証 明 す べ き 事 実 自 体 が 、 元 の 専

利 出 願 書 類 に 明 確 に 記 載 さ れ て い な い か ま

た は 暗 黙 的 に 開 示 さ れ て お ら ず 、 補 足 実 験

デ ー タ に よ っ て 「 証 明 す べ き 事 実 」 自 体 を さ ら

に 確 認 す る 必 要 が あ る 場 合 、 当 該 補 足 実 験

デ ー タ は 受 け 入 れ ら れ る べ き で は な い 。

9 . 多 変 数 方 程 式 で 限 定 さ れ る 請 求 項 の 明 細

書 開 示 十 分 性 の 判 断書 開 示 十 分 性 の 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 1 0 7 1 号

【 判 決 要 旨 】 2 つ 以 上 の 変 数 を 含 む 方 程 式 で

限 定 さ れ る 請 求 項 は 、 明 細 書 で 各 変 数 の 数

値 選 択 、 各 変 数 間 の 関 係 、 数 値 選 択 と 技 術

効 果 と の 間 の 関 係 を 明 確 に 規 定 し て お ら ず 、

当 業 者 が 権 利 要 求 書 と 明 細 書 を 読 ん だ 後 で
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当 業 者 が 権 利 要 求 書 と 明 細 書 を 読 ん だ 後 で

も 、 技 術 問 題 を 解 決 し 、 技 術 効 果 を 達 成 す る

た め に 、 依 然 と し て 創 造 的 な 労 力 ま た は 過 度

の 労 力 を 必 要 と す る 場 合 、 当 事 者 が こ れ に
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基 づ い て 明 細 書 の 開 示 が 不 十 分 で あ る と 主

張 し 、 人 民 法 院 が こ の 主 張 を 支 持 す る こ と が

で き る 。

1 0 . 数 値 範 囲 に よ っ て 成 分 含 有 量 が 限 定 さ

れ る 漢 方 薬 組 成 物 専 利 の 明 細 書 開 示 十 分 性

の 認 定

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 5 9 3 号【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 5 9 3 号

【 判 決 要 旨 】 数 値 範 囲 に よ っ て 成 分 含 有 量 が

限 定 さ れ る 漢 方 薬 組 成 物 の 専 利 に お い て 、

明 細 書 で 臨 床 実 験 デ ー タ を 以 て そ の 技 術 効

果 を 証 明 し 、 当 業 者 に と っ て 当 該 成 分 含 有 量

範 囲 内 の 投 与 量 の 増 減 が 臨 床 実 験 デ ー タ に

用 い ら れ る 技 術 的 解 決 手 段 の 基 本 的 な 配 合用 い ら れ る 技 術 的 解 決 手 段 の 基 本 的 な 配 合

関 係 や 効 能 を 変 更 し な い こ と を 合 理 的 に 予 期

で き る 場 合 、 通 常 、 明 細 書 の 開 示 が 十 分 に さ

れ て い る と 認 定 す る こ と が で き る 。

1 1 . 特 定 の ア ミ ノ 酸 配 列 に よ っ て 限 定 さ れ る

タ ン パ ク 質 発 明 専 利 の 請 求 項 が 明 細 書 に

よ っ て 支 持 さ れ る か ど う か の 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 行 終 4 4 8 号

【 判 決 要 旨 】 特 定 の ア ミ ノ 酸 配 列 を 限 定 し た タ

ン パ ク 質 発 明 専 利 の 請 求 項 に 関 し て 、 明 細 書

に お け る 実 施 形 態 が グ リ コ シ ル 化 修 飾 さ れ た

タ ン パ ク 質 に よ っ て 達 成 し た 場 合 、 こ の 場 合

に 得 ら れ た 実 験 デ ー タ が 請 求 項 に 限 定 さ れ る

ア ミ ノ 酸 配 列 の タ ン パ ク 質 を 支 持 で き る か ど

う か の 審 査 は 、 タ ン パ ク 質 発 明 の 特 徴 と 技 術

的 解 決 手 段 に 奏 す る グ リ コ シ ル 化 の 作 用 と を

合 わ せ て 統 合 的 に 判 断 す る 必 要 が あ る 。 ア ミ

ノ 酸 配 列 の み を 限 定 す る タ ン パ ク 質 の 発 明 専

利 の 場 合 、 異 な る 宿 主 細 胞 で 発 現 す る グ リ コ

シ ル 化 タ ン パ ク 質 か ら 得 ら れ た 実 験 デ ー タ をシ ル 化 タ ン パ ク 質 か ら 得 ら れ た 実 験 デ ー タ を

以 て 発 明 の 技 術 効 果 を 証 明 す る こ と は 認 め ら

れ な い 。 こ れ は 、 遺 伝 子 編 集 を 通 じ て タ ン パ

ク 質 を 取 得 す る と い う 自 然 法 則 に 適 合 し な い
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か ら で あ る 。 ま た 、 当 該 発 明 専 利 の 請 求 項 が

通 常 ア ミ ノ 酸 配 列 の み を 限 定 す る と い う 特 性

に も 適 合 し な い 。

1 2 . カ ス タ マ イ ズ 型 番 に よ る 請 求 項 の 明 確 性

へ の 影 響

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 7 5 5 号

【 判 決 要 旨 】 請 求 項 に お け る カ ス タ マ イ ズ 型

番 の 使 用 は 一 般 的 に 、 制 限 さ れ る べ き で あ り 、

文 字 に よ る 記 述 が 不 適 切 な 場 合 、 ま た は カ ス

タ マ イ ズ 型 番 の 使 用 が 文 字 に よ る 記 述 よ り も

明 ら か で 、 簡 潔 の 場 合 の み 認 め ら れ る べ き で

あ る 。 当 該 型 番 の 特 定 の 意 味 に つ い て 、 権 利

要 求 書 と 明 細 書 か ら 唯 一 の 正 し く 合 理 的 な要 求 書 と 明 細 書 か ら 唯 の 正 し く 、 合 理 的 な

解 釈 が 得 ら れ 、 よ っ て 限 定 さ れ る 請 求 項 の 請

求 範 囲 が 十 分 に 明 ら か で あ る 必 要 が あ る 。

1 3 . 請 求 項 の 作 成 に お け る 明 ら か な 誤 り に よ

る 請 求 項 の 明 確 性 へ の 影 響

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 8 5 8 号

【 判 決 要 旨 】 当 業 者 が 権 利 要 求 書 と 明 細 書 を【 判 決 要 旨 】 当 業 者 が 権 利 要 求 書 と 明 細 書 を

読 ん だ 後 、 請 求 項 の 作 成 に 明 ら か な 誤 り が あ

る と 判 断 で き 、 且 つ そ の 唯 一 の 修 正 方 案 を 特

定 で き る 場 合 、 原 則 と し て 、 請 求 項 の 請 求 範

囲 が 明 ら か で あ る と 見 な さ れ る べ き で あ る 。

当 事 者 は 、 当 該 明 ら か な 誤 り の 存 在 の み を

理 由 と し て 請 求 項 の 請 求 範 囲 が 明 ら か で は

な い と 主 張 す る 場 合 、 人 民 法 院 は こ の 主 張 を

支 持 し な い 。

1 4 . イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 画 像 ・ ビ デ オ の 公 開

日 時 の 審 査

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 4 6 9 号

【 判 決 要 旨 】 専 利 の 専 利 権 付 与 ・ 有 効 性 確 認
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手 続 き に お い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 画 像 ・ ビ

デ オ の 公 開 日 時 の 審 査 や 判 断 は 、 ウ ェ ブ サ

イ ト の 資 質 と 信 用 度 、 運 営 と 管 理 モ ー ド 、 技

術 手 段 な ど の 要 素 を 総 合 的 に 考 慮 し 、 ウ ェ ブ
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ペ ー ジ 上 の 画 像 ・ ビ デ オ の 編 集 と 公 表 メ カ ニ

ズ ム を 重 点 と し て 審 査 す る 必 要 が あ る 。 利 用

者 が 公 表 日 時 を 自 由 に 編 集 し 修 正 で き る 場

合 、 或 い は 、 公 表 内 容 、 公 開 状 態 な ど が 変 更

さ れ た 後 で も 公 表 日 時 が 依 然 と し て 変 化 し な

い 場 合 、 他 に 証 拠 が な い 限 り 、 通 常 当 該 公 表

日 時 を 関 連 情 報 の 開 示 日 時 と し て 使 用 す る こ日 時 を 関 連 情 報 の 開 示 日 時 と し て 使 用 す る こ

と は で き な い 。

1 5 . 既 知 化 学 製 品 の 使 用 に 係 る 発 明 専 利 の

新 規 性 の 判 断

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 2 ） 最 高 法 知 行 終 7 8 8 号

【 判 決 要 旨 】 既 知 化 学 製 品 の 使 用 に 係 る 発 明

専 利 に 限 定 さ れ る 新 用 途 が 単 に 出 願 日 以専 利 に 限 定 さ れ る 新 用 途 が 単 に 、 出 願 日 以

前 に 当 業 者 が 判 明 し た 当 該 化 学 製 品 の 技 術

効 果 を 異 な る 角 度 か ら 説 明 し た か ま た は 異 な

る 方 法 に よ っ て 検 証 し た だ け で あ る 場 合 、 当

該 新 用 途 は 従 来 技 術 に 比 べ て の 当 該 専 利 の

区 別 的 技 術 的 特 徴 を 成 さ な い 。

つ づ く
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国 際 商 標 協 会 （ INTA ） 2024
年 年 次 総 会 が ア ト ラ ン タ で 開
催

こ の 度 、 当 事 務 所 の パ ー ト ナ ー 弁 護 士 楊

文 泉 、 郭 広 迅 、 お よ び 王 勇 が ア メ リ カ の ア ト

ラ ン タ 市 で 開 催 さ れ る 国 際 商 標 協 会

（ I N T A ） 2 0 2 4 年 年 次 総 会 に 参 加 す る 運 び と

な り ま し た の で お 知 ら せ 致 し ま す 。

会 場 に て 皆 様 に お 会 い で き る こ と お 楽 し み

に し て お り ま す 。 ご 面 会 い た だ け る 方 は 、 予

め 下 記 の メ ル へ ご 連 絡 い た だ け れ ば 幸 いめ 下 記 の メ ー ル へ ご 連 絡 い た だ け れ ば 幸 い

で す 。

mail@panawell.com      

williamyang@panawell.com
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実務 動向

一括書誌事項変更手続きの
申請方法

2 0 2 4 年 1 月 2 0 日 以 降 か ら 施 行 さ れ る 『 専

利 審 査 指 南 （ 2 0 2 3 ） 』 の 第 一 部 分 第 一 章 第

3 . 7 . 1 . 1 項 に よ る と 、 複 数 の 専 利 出 願 の 同 一

書 誌 事 項 を 変 更 し 、 且 つ 変 更 内 容 が 完 全 に

同 じ で あ る 場 合 、 一 括 書 誌 事 項 変 更 申 告 書

を 提 出 す る こ と が で き る 。

1 . 対 応 業 務

（ 1 ） 出 願 人 ま た は 専 利 権 者 の 氏 名 の 変 更

（ 全 件 一 斉 た だ し 、 現 時 点 で は ま だ 利 用 で き

ま せ ん ）

（ 2 ） 専 利 出 願 権 ま た は 専 利 権 の 譲 渡

（ 3 ） 出 願 人 ま た は 専 利 権 者 の 住 所 、 郵 便 番

号 な ど 基 本 情 報 の 変 更

（ 4 ） 連 絡 先 に 関 連 す る 事 項

（ 5 ） 専 利 代 理 に 関 連 す る 事 項

2 . 必 要 書 類

（ 1 ） 一 括 書 誌 事 項 変 更 申 告 書 を 提 出 す る 。

（ 2 ） 証 明 書 類 を 提 出 す る 必 要 が あ る 場 合 は 、

証 明 書 類 の 登 録 番 号 も 記 入 す る 必 要 が あ る 。

証 明 書 類 の 登 録 番 号 は 、 証 明 書 類 の 登 録

手 続 き を 行 う こ と で 取 得 で き る 。

（ 3 ） 出 願 人 ま た は 専 利 権 者 の 氏 名 の 変 更 が

業 務 情 報 シ ス テ ム プ ラ ッ ト フ ォ ー ム よ り 検 証

済 み の 場 合 、 証 明 書 類 の 提 出 は 不 要 と な る 。

3 . 料 金 基 準

（ 1 ） 出 願 人 の 氏 名 の 一 括 変 更 （ 未 定 ）

（ 2 ） 一 括 譲 渡 ： 専 利 出 願 （ ま た は 専 利 権 ） ご

と に 2 0 0 元

（ 3 ） 出 願 人 （ 専 利 権 者 ） 住 所 の 一 括 変 更 、
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代 理 事 項 一 括 変 更 お よ び 連 絡 先 事 項 一 括

変 更 の 場 合 は 、 書 誌 事 項 変 更 手 数 料 を 支 払

う 必 要 が な い 。

4 . 通 知 書

国 家 知 識 産 権 局 は 、 一 括 書 誌 事 項 変 更 申

請 書 を 統 一 に 審 査 し 、 『 一 括 書 誌 事 項 変 更

承 認 通 知 書 』 を 発 行 し 、 対 応 案 件 に 書 誌 事

項 変 更 履 歴 を 記 録 し 、 業 務 公 告 お よ び 登 記

簿 へ の 登 記 を 行 う 。 承 認 通 知 書 に は 、 当 該

一 連 の 案 件 の す べ て の 審 査 結 論 が 含 ま れ る

（ 承 認 さ れ た 、 未 提 出 と 見 な さ れ た 、 検 証 生

理 保 存 済 み 等 を 含 む ）理 保 存 済 み 等 を 含 む ） 。

5 . 救 済 措 置

一 括 書 誌 事 項 変 更 手 続 き の 承 認 結 果 に 不

満 が あ る 場 合 は 、 国 家 知 識 産 権 局 に 行 政 再

議 審 査 を 申 請 す る こ と が で き る 。
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